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別府溝部学園短期大学紀要　第48号（2026）　報告

理事長挨拶

学校法人溝部学園 理事長・学長

溝部　仁

　春陽の砌、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　さて、本学園は、昭和20年９月に、初代理事長溝部ミツヱの教え子達が、今日の糧を得る
ために「すぐれた技術を身につけたい」と相談に来られ、私塾を開設した時に始まります。
昭和21年に別府高等技藝学校を設置し、本年で創立80周年を迎えることとなりました。 
それ以降、初代理事長・名誉学長・前理事長の三人で、学園を発展させて参りました。三人
の懸命な尽力もあったと存じますが、皆様方のご厚情があったればこそと衷心より感佩と
深謝を申し上げごあいさつといたします。

創立者　溝部ミツヱ 相良好仁・相良範子 学校法人溝部学園 副理事長・副学長
溝部佳子
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別府溝部学園短期大学紀要　第48号（2026）　報告

　学園創立80周年を迎えた令和７年10月３日（金）、本学園は「ALL溝部」を合言葉に、初代理事長溝部 
ミツヱ先生の建学の志に思いを馳せ、これまでご支援・ご協力くださった方々に感謝し、新たな学園の出発 
を誓った。
　当日は溝部学園体育館に、多数のご来賓と短期大学から幼稚園・保育園までの学生、生徒、園児、教職
員等約1,600名が式典に集った。部門別の内訳は別府溝部学園短期大学（学生404名・教職員61名）、大分県
歯科技術専門学校（学生59名・教職員８名）、別府溝部学園高等学校（生徒506名・教職員47名）、幼保連
携型認定こども園ひめやま幼稚園（園児193名・教職員27名）、児童発達支援センターひめやま（利用児31
名・教職員９名）、ひらた保育園（園児59名・教職員15名）、寒田ひめやま保育園（園児120名・教職員17
名）、合計は学生・生徒・園児数1,372名、教職員数184名である。別府高等技藝学校設立（昭和21年）当時
の慈愛と共感溢れる志とご労苦を振り返った。
　開式の辞を溝部太郎経営企画局長が述べた。続いて、頌徳の議を行った。本学園では、毎年、10月の初
めに頌徳式を行っている。それは、創立者がどのようなお考えやご意向で創立されたのか、時の流れと共
に薄らいでいくことがあるので、その先生のお考えやご意向を学生・生徒・園児たちに周知するためであ
る。そのため、式典の中に、あえて頌徳の議を設けた。
　溝部仁理事長が式辞を力強い決意で述べた。
　私は、挨拶の中で以下の想いを述べた。「昨今『戦後80年という大きな節目を迎えた今日』という言葉
をメディアでよく耳にするが、本学園の創立者溝部ミツヱ先生は戦後すぐの80年前、『別府高等技芸学校』
を創立した。戦争のために、別府の地で生活に困っている女性たち、特に戦争未亡人たちが和裁・洋裁の
技術を身につけることで、自立して生きていって欲しいという願いから学校設立を決心された。先生は

『いかなる時代にあっても、自ら生きていくことのできる人材の育成』という崇高な精神を、学園創立の
当初、建学の精神として掲げ、何とかして、この郷里別府市に教育の基盤を創って自立・自活できる人材
を育成したいという願いがあった。そのことから、苦難の道のりを歩まれてきた先生の、教育と経営を発
展させた要諦『一念の積み重ねこそ教育と経営の真髄なり』を引き継いでいく所存である」等であった。
　その後、佐藤清信実行委員長が挨拶をした。続いて、佐藤樹一郎大分県知事、長野恭紘別府市長、嶋幸一
大分県議会議長が来賓祝辞を述べた。ご来賓は29名であった。
　この後、永年勤続者表彰があり代表として50年勤続の佐藤清信校長が表彰状を受け取った。　
　閉式の辞は真部健一短大部長が述べた。
　記念講演会では、権藤淳豊和銀行代表取締役頭取が「グローバルな視点をもちつつ、地域社会の発展に
役立つことができる人材を目指そう」と題して話した。
　謝辞を、私が「創立70周年記念式典」の講演会以来、二度目であることの感謝とお礼を述べ会を締め 
くくった。
　厳粛ななかにも和気あいあいとした記念式典・講演会であった。

「創立80周年記念式典・講演会」報告
学校法人　溝部学園　別府溝部学園短期大学　副理事長・副学長

溝  部  佳 子

Celebrating 80 Years : Report on the Commemorative Ceremony and 
Anniversary Lecture

MIZOBE Yoshiko
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学園創立80周年記念式典（令和７年10月３日）
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「創立80周年記念式典・講演会」報告
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「創立80周年記念式典・講演会」報告
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別府溝部学園短期大学紀要　第48号（2026）　報告

　学校法人溝部学園創立八十周年を迎えるにあ
たってご挨拶を申し上げます。
　初代溝部ミツヱ（以下「初代」）先生は、29歳
の時に未亡人となりました。その時に、一人娘を
母に預け、東京の学校に勉強に行きました。高等
女学校の教員資格を取得し大分に戻り、大分県立
第一高女（現上野丘高校）等の先生を勤め、京都
府立女専（現京都府立大学）に在籍している時に
終戦をむかえました。初代は、京都府立女専を続
けたかったのですが、第一高女の教え子が、数多
く戦争未亡人となっていて、初代に糧を得るため
の相談に来られたそうです。
　幸いなことに、戦争当時、京都府立女専の先生
でしたから、大政翼賛会や国防婦人会等に参加し
ていないために、戦後、別府市の婦人会長と未亡
人会長に推挙されました。先代は会長として、進
駐軍に掛け合いに行き、技術力の低い教え子に
は、軍服のワッペンを縫うことで、生活の糧を与
えたと聞いております。その教え子たちが、毎日
のように相談に来るようになったので、昭和20年
９月に私塾を開校し、その生徒の数が、数百名を
超えたために、昭和21年に別府高等技藝学校を設
置したのです。
　順調に学校運営を続けていたのですが、新制の
高等学校令が発布されていましたので、学校法人
を設置する計画を立て、昭和28年に学校法人が認
可され、昭和31年に別府女子高等学校を設立する
ことになりました。当時の大分県知事木下郁氏か
ら、「県立高校を作るには、土地と建物で、一億
円かかるのに、溝部さんは、私財を投げうって

作ってくれた。その恩に報いたいので、入学式に
出席したい。」との連絡があったと聞いておりま
す。木下郁氏は、計３回入学式に参列して下さっ
たそうです。特筆すべきことだと思念しており 
ます。
　昭和38年、高校の上に短期大学を設置するため
に、文部省に申請書を提出し終わった時に、文部
省で倒れ、東京大学病院に入院することになった
そうです。後で知ったことですが、余命３ヶ月と
診断され、病状が安定した時に、九大温研に入院
し、放射線治療を続けながら、４月に被服科を開
設しました。治療の甲斐もなく昭和39年８月、波
乱万丈の人生の幕を下ろしました。61歳でした。
その後を継ぎ、名誉学長（父）と理事長（母）の
二人三脚で、短大の食物学科と幼児教育学科の設
置、大分県歯科技術専門学校の開校と学園を発展
させ、昭和54年寒田ひめやま保育園を開設、平成
15年には、介護福祉学科を設置、平成21年母が逝
去、同年市立平田保育園を民間委託し、ひらた保
育園を経営することになりました。本学園は今や
７部門を展開し、直近では令和６年８月に児童発
達支援センターひめやまが認可されました。
　今日、八十周年を迎えることができましたの
は、初代・父と母の懸命なる努力もあったと思服
しておりますが、周りの方々のご厚情とご支援が
あったればこそと考えております。初代・父と母
の後ろ姿を思い浮かべながら、妻（副理事長）と
共に今後とも頑張って行く所存ですので、ご協力
とご指導をお願いしてご挨拶といたします。

学園の歩みとともに
学校法人　溝部学園　別府溝部学園短期大学　理事長・学長

溝　部　　　仁

Walking Forward with the Spirit of Our Academy

MIZOBE Hitoshi
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　学校法人溝部学園は創立八十周年を迎えること
になりました。創立者溝部ミツヱ先生の教育理念
である「資格をもつことと誰よりも優れた技術を
身につけること」が時代がいかに移り変わろうと
も、これからの若者に必要であると考え教育に取
り組んでまいりました。このことが、『自立・自
活できる人材の育成』という建学の精神となり、
今日まで脈々と受け継がれています。
　では、溝部ミツヱ先生を突き動かしていた原動
力は何だったのでしょうか？ それは、日記の中
に「私のような苦しみを若い女性たちにさせたく
ない。何とかして、この郷里別府市に教育の基盤
を創って自立・自活できる人材を育成したい」と
いうことがしっかりと書かれてありました。そし
て、「祖国再建は教育にあり」という言葉も残さ
れていました。
　この言葉を引き継ぎ、本学が昨今、特に力を入
れていること、それは、私たちの多くは、先の読
めない時代に不安を感じていると思います。それ
でも、背筋を伸ばして前を向いて進んでいくに
は、人間としての力を高めていくこと、つまり、
生徒・学生一人ひとりの人間力を育てることが急
務であると考えています。
　それを具現化していくために〝溝部スピリッ
ツ〟「三活動五心」というものがあります。三活
動とは、心を開く『挨拶』、心を磨く『清掃』、心
を耕す『読書』、五心とは、感謝のこころ「あり
がとう」、素直なこころ「はい」、謙虚なこころ

「おかげさまで」、奉仕のこころ「わたしがしま

す」、反省のこころ「ごめんなさい」です。古臭
く感じられるかもしれませんが、人間として一番
大切な核の部分を表現していると信じています。
本短期大学には、留学生が半数近くおりますが、
日本の文化を伝えるのに、この「三活動五心」が
一番理解しやすいと考え、留学生に心に留め置く
ように伝えています。すると徐々に自分なりに消
化し落とし込んでいるようです。
　溝部学園は責任をもって、社会や地域の中でそ
の生徒・学生にあった生きる力となる職業選択が
できるまで、育ててまいりますことをお誓いし
て、ご挨拶とさせていただきます。

祖国再建は教育にあり
学校法人　溝部学園　別府溝部学園短期大学　副理事長・副学長

溝　部　佳　子

Rebuilding the Nation Through Education

MIZOBE Yoshiko

Mizobe Spirits
「三活動五心」
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Ⅰ．はじめに
　2018年（平成30年）に実施された英国教育水準
局（Ofsted）の監査において、ロンドン日本人
学校は「Inadequate（不合格）」との評価を受け
た。これは通常、新規児童生徒の募集停止、ある
いは学校の閉鎖に至る可能性のある厳しい状況で
あった。
　その後、2021年（令和３年）の監査においては、 
辛うじて「合格」と判定され、学校閉鎖の危機を
回避することができた。
　筆者（佐藤）は文部科学大臣からの辞令を受け
2022年（令和４年）４月に第17代校長として着任 
した。その後、在英教育施設として英国教育スタン
ダードの導入およびその維持・発展を目指し、体
制整備に取り組んできた。
　しかしながら、2023年（令和５年）に実施さ
れたOfstedの監査においては、再び厳しい評価
を受ける結果となった。【教育の質】、【児童生徒
の行動と態度】、【個人の伸長】の３項目に関し
ては、「Outstanding（優）」 が２項目、「Good

（良）」が１項目という極めて高い評価を受けた。
一方、【リーダーシップとマネジメント】の項目
においては、これまで指摘のなかった着任直後の
英国無犯罪証明書の取得に関する事項と運営委員
による学校経営に係るリーダーシップ、児童生
徒のセーフガーディング等に関する指摘を受け、

「Inadequate（不合格）」との総合評価が下され
た。在外に所在する日本人学校は、今後もこの種
の監査を免れることはない。そこで、再び同様の

経営危機に陥ることのないよう、これまでの経緯
を整理し、これからの対応の指針とする必要があ
ると考えた。

Ⅱ．英国教育水準局（Ofsted）による
　学校教育監査の概要
　Ofstedとは、“Office for Standards in Education” 

（教育水準局）の略称であり、英国における教育
に密接に関わる機関である。
　Ofstedは公的機関であるものの、教育省から
は独立した準政府機関に属しており、1992年に設
立されて以来、英国における学校教育の質の評価
に関する公的な基準として機能している。　
　その主たる目的は、学校教育の質の向上、保護
者や地域社会に対する学校選択のための情報提
供、ならびに学校に対する法的義務の付与等にあ
る。最大の特徴は、学校を直接訪問の上、授業を
はじめとする教育活動を客観的かつ専門的な視点
から評価する点にある。
　英国内の教育機関はすべて、このOfstedの監
査対象とされており、大学、中等教育機関（中学
校・高等学校）はもとより、小学校、幼稚園保育
園といった初等・幼児教育施設、さらにはチャイ
ルドセンター等の児童関連施設に至るまでその例
外はない。したがって、在英日本人学校も同様
に、この監査を受ける義務を負っているのだ。
　Ofstedは主として公立学校を対象に、 教育
内容が定められた規準（Standard）に適合し
ているか否かについて監査を実施する機関であ

６年間の英国教育水準局監査（Ofsted）と
ロンドン日本人学校経営について

佐　藤　雅　彦

Six years of Ofsted inspections and management of the London Japanese School

SATO Masahiko
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る。ロンドン日本人学校は英国において「私立
学校（Independent School：独立学校）」 とし
て位置づけられているが、これまでもOfstedに
よる監査を継続的に受けてきた。その監査にお
いては、「独立学校基準（Independent School 
Standard）」に適合しているかどうかが主たる評
価対象とされる（※ISS 独立学校基準）。監査の
種類には、すべての教育・運営事項を対象とする
完全監査（Full Inspection）、過去の監査におい
て指摘された事項に対する対応状況を確認する進
捗状況確認監査（School Progress Monitoring 
Inspection）、および英国教育省の要請に基づい
て実施される緊急監査等がある。　
　完全監査は通常、３〜４名の監査官によって 
２日から３日間にわたり実施されるものであり 
その実施通知は原則として前日までに行われる。
一方、進捗状況確認監査は、１名の監査官により
おおむね１日で実施され、通知は直前になされる
のが通例である。
　監査項目は多岐にわたり、児童生徒および教員
の学習活動、授業に臨む姿勢、教育の質をはじめ
として、学習環境に関わる設備やトイレ等の学
校施設に至るまで、広範な観点から評価が行わ
れる。また、Ofsted監査は、学力や学習達成度
のみに限定されるものではない。たとえば授業中
の児童生徒の発言や態度に学習意欲や積極性が見
られるかといった、学びに向かう主体的な姿勢も 
評価対象となる。
　さらに、教員による指導の質、授業内容の 
工夫・改善の有無、教育課程が定められた基準を
満たしているかといった点も厳密に審査される。 

加えて、差別への対応方針や地域社会との連携状況 
など、学校の教育活動全般に関わる事項も監査項
目に含まれており、その範囲は極めて広い。　
　完全監査における評価は、４つの主要項目につ
いて、「Outstanding（優）」「Good（良）」「Requires 
Improvement（要改善）」、「Inadequate（不可）」
の４段階で示され、そのうち最も低い評価が学校 
全体の総合評価とされる。一方、進捗状況確認 
監査においてはこのような段階評価は行われず、
過去の完全監査で指摘された事項について、どの
項目が是正されたか、あるいは未達成であるかが
文書により記述される。
　また、保護者の学校経営への参画を促進するこ
とを目的として、監査期間中には保護者が匿名で 
学校に関する意見・要望・懸念等を Ofstedに 
直接伝達できるよう、事前広報がなされる。この 
仕組みは、学校に対する保護者の率直な意見を反映 
させる機会と位置づけられており、教育の質の向
上や運営改善に資するものとされている。監査に
おいて、短期間での改善が困難な課題が指摘され
た場合には、日常的な学校運営の根本的な見直
しや、教育活動全般にわたる改善努力が求めら
れることとなり、必要に応じて厳格な措置が講
じられる場合もある。加えて、監査の結果はす 
べてOfstedにより公的に公開され、その内容は
オンライン上で全世界から検索・閲覧可能となっ
ている。したがって、当該報告は各学校の教育的
信頼性や透明性に直結するものであり、今後の 
入学希望者数にも少なからぬ影響を及ぼす要因と
なる。

Ⅲ．ロンドン日本人学校のOfsted監査状況
　（１）６年間の監査経緯

日　付 監査種別 全体的監査結果

2023（R５）.６.６〜６.８ 完全監査 【教育の質】、【児童生徒の行動と態度】
Outstanding（優）、【個人の伸長】Good

（良）という高い評価を受けたが、【リー
ダーシップとマネジメント】の項目につ
いては、セーフガーディング等の指摘が
され、Inadequate（不可）となり、総合
では不可と判定された。



15

別府溝部学園短期大学紀要　第48号（2026）

　ロンドン日本人学校においては、上記表に 
示すとおり、2017年および 2018年の２年間に 
おいて、合計４回の監査が実施された。これは、 
2017年７月に行われた監査に対する対応が、
2018年１月および６月に実施された進捗状況確
認監査において「改善されていない（不十分）」
との評価を受けたことに起因し、同年10月に 
完全監査が実施されるに至ったものである。

　（２）2018年10月完全監査における指摘事項
　2018年10月に実施された完全監査において

「Inadequate（不可）」との評価を受けた中で
最も重大な指摘事項は【リーダーシップとマネ
ジメント】の項目に関するものであり、特にガ
バナンスの欠如が問題とされた。当該項目は学
校とその統括機関である日本人学校運営委員
会との関係性、運営委員会による管理・監督体
制ならびに教育活動の質的向上を目指したリー
ダーシップの在り方等について評価するもので
ある。一般に Ofstedが監査対象とする英国内
の公立初等・中等教育機関においては、学校運
営委員会（ガバナーズ）が人事・財務等に関し
て広範な権限を有しており、そのリーダーシッ
プや教職員に対する統制の実態が、Ofsted評
価における重要な要素となっている。本監査に

おいては、以下のような具体的な指摘がなさ 
れた。
※運営委員の任期が１年、派遣教員の任期が 

２〜３年と短期間であることから、学校運営
におけるリーダーシップの継続性および安定
性に対する懸念があること

※学校評価の手法およびそれに基づく教育改善
策が不十分であること　　　　　　　　　　　

※教員研修を通じた指導力向上の機会が確保さ
れていないこと

　さらに、運営委員会に対しては以下のような
点が問題視された。
※協議内容が財務事項に偏重し、教育内容の改

善に関する指導的な関与が見られないこと
※セーフガーディング（児童生徒の保護）に関

する体制整備の不備（例：事務局による職員
チェック用データベース［DBS］の整備不
全、外部機関との連携体制の欠如、LGBT等
の多様性に関する児童生徒への指導不足）

　加えて、監査期間中に実施された教職員対象
のアンケートにおいて、多くの職員から「学校
管理職のリーダーシップに対する懸念」が表明
されており、この点も極めて重要な指摘事項と
して位置づけられていた。

日　付 監査種別 全体的監査結果

2022（R４）.４.26 進捗状況確認監査 要改善…但し、前回の指摘事項について
は適切な改善がなされているとの評価と
なった。

2021（R３）.７.13−15 完全監査 要改善

2019（R１）.10.15 英国教育省・英国外務省・在英国日本大使館・日本人学校運営委員会・学
校による意見交換　※学校存続に係る重要会議であった。

2019（R１）.６.４ 進捗状況確認監査 改善されていない

2018（H30）.10.30−31 完全監査 不可（Inadequate）

2018（H30）.６.21 進捗状況確認監査 改善されていない

2018（H30）.１.15 進捗状況確認監査 改善されていない

2017（H29）.７.４−６ 完全監査 要改善
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　（３）2018年10月監査結果についての考察
　前述のとおり、「不可」と判定された主因は

「リーダーシップおよびマネジメントの有効性
欠如」にある。この問題に対しては、学校管理
職のみならず、運営委員会および日本人学校理
事会に対しても Ofsted監査に関する積極的な　
関与を求め、共に取り組む必要があった。これ
なくしては、評価の改善は望めないはずであっ
た。しかしながら、2018年10月の監査以降に開
催された運営委員会および理事会における日本
人学校校務報告や理事会報告資料を詳細に辿っ
てみても、本監査の指摘事項や今後の対応策に
関する提案協議の痕跡は確認できなかった。
　以上の状況から、当時の運営委員会および
理事会においては、Ofsted監査自体の重要性
に対する認識が不足し、十分に重視されていな
かったことが推察できる。加えて、学校管理職
であった当時の校長および事務局長において
も、本監査に対する理解および結果に対する責
任感が希薄であったと評価せざるを得ない。

　（４）2018年10月監査結果における問題点整理
　Ofsted監査に対する認識を、運営委員会お
よび理事会のメンバーであるガバナーが改める
必要があった。さらに、学校管理職も監査の重
要性を認識し、校長、事務局長、教頭の役割分
担を明確にして対応に当たることが最優先であ
る。　ロンドン日本人学校は英国在住の日本人
有志によって設立され、日本クラブ、在英日系
企業、在英国日本国大使館等が深く関与してき
た歴史を有する。また、Ofsted監査の取り組
み状況および監査結果については、保護者に 
対しても筋道立った説明を行うことが必須で 
ある。
　年間約10回開催される日本人学校運営委員
会および年間２回の理事会の主な議題は財務問
題であった。しかし、これらの委員会において
は、各メンバーが Ofsted監査に関する状況を
適切に認識できるよう、学校側から確実な情報
提供を行う必要がある。
　監査レポートには、派遣教員および運営委員

会メンバーの頻繁な交替に伴う教育および業務
の引継ぎや継続に関する懸念が示されている。
交替時には確実な引継ぎを行い、教育活動の 
継承を示すことが求められる。
　また、運営委員会においては、ガバナーとし
て必要な資格取得や学校教育の現状把握、適切
な指導が行われる体制を整備することが必要で
ある。加えて、監査当日には運営委員が学校に
集結して対応し、監査官と直接面談できる体制
を構築すべきである。
　2023年６月の監査においても同様の指摘が
あったが、「リーダーシップとマネジメントの
有効性」項目の大部分を占めるのはセーフガー
ディングである。2018年の監査では、この対応
が不十分であることが明らかとなった。セーフ
ガーディングとは「学校教育における児童生徒
の安全確保」を意味するが、日本の学校教育に
おける「安全管理」と比較すると、非常に広範
な内容を含む。具体的には、事務局における教
職員の無犯罪記録等のデータベース整備、DSL

（Designated Safeguarding Leader）および副 
リーダー（DDSL）の役割分担、児童生徒への
虐待や暴力の発見時の対応体制の確立、教育活
動における教職員等の見守りの徹底など、管理
職をはじめ全職員が共通の理解のもと取り組む
ことが求められる。
　セーフガーディングは学校管理と教育の両
面に関わる内容であるが、英国ではその他に
も特別支援教育（SEN）、人格・社会・健康・
経済教育（PSHE）、2010年平等法（Equality 
Act 2010） に基づく差別撤廃教育、英国的価値

（British Values）の教育などが重視されてい
る。これらは日本の学習指導要領には存在しな
いが、英国の教育基準においては重要視されて
おり、Ofsted監査においても注視される項目
である。
　2018年10月監査およびそれ以前の監査報告に
おいても、これらの教育内容への対応が十分で
なかったことが指摘されている。
　なお、2018年10月完全監査時、校長は北米・
欧州日本人学校校長会参加のため対応できず、
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運営委員も来校せず監査官との協議を行わな
かった。過去の監査においてもガバナーの学校
運営参加が強く求められている本校において、
管理職は率先して学校経営に自信を持った姿勢
を監査官に示す必要があった。
　さらに、監査において監査官から求められる
のは説明を裏付ける証拠、すなわち実践の記録
であり、いわゆるエビデンスの積み重ねが必須
なのである。

　（５）2019年６月進捗状況確認監査の判定
　2018年10月 の 完 全 監 査 に お い て 「 不 可

（Inadequate）」の評価を受けたロンドン日本人
学校は、2019年２月に改善計画（Action Plan） 
を提出した。前年度の評価を踏まえ、指摘事項
の是正を目的とした取組を開始したのだ。しか
しながら、2019年６月に実施された進捗状況
確認監査においては、準備が十分に整っておら
ず、一部の取組については改善の兆しが認めら
れたものの、全体としては依然として「改善さ
れていない」との評価が下された。

（６）2021年７月監査における指摘事項
　2020年１月に中国・武漢に端を発した新型
コロナウイルス感染症拡大の影響により、ロン
ドン日本人学校においても、年度当初の約２か
月間および第３学期の大部分にわたり学校閉鎖
が余儀なくされ、オンラインによる授業が実施
された。対面授業が可能であった期間において
も、全ての学校行事は中止とし、授業も多くの
制限下での運営を強いられた。これにより、教
育活動の継続そのものに力を注がざるを得ない
期間が続いた。この間、Ofstedによる監査も
一時停止されるか、またはコロナ禍への対応に
限定した監査が実施されるにとどまっていた。
　2021年４月には、通常の日課による授業が
再開され、校内における監査対応の取組も再始
動した。ロックダウンの段階的解除に伴い、学
校行事の実施も可能となり、同年７月10日には
創立45周年記念運動会を挙行した。その振替休
業日である７月12日、本校に対し Ofstedより

完全監査実施の通知が電子メールにて送付され
た。
　2021年７月13日から 15日にかけて実施され 
た３日間の監査では、これまでの準備が奏功
し、大きな混乱もなく、授業観察、教職員 
および児童生徒へのインタビュー等も円滑に 
行われた。また、監査期間中には、運営委員長
をはじめとするガバナーである運営委員会の 
メンバー、および在英日本国大使館の領事も 
来校し、監査官との意見交換を実施した。３名の 
監査官の予定が頻繁に変更されたため、対応に
苦慮する場面もあったが、学校として見てほし
いと考えていた教育活動の実施状況については
十分に提示することができ、監査官側の評価も
概ね好意的であった。特筆すべき点としては、
過去の監査において反応が芳しくなかった保護 
者向けアンケートについて、学校側が改めて 
その意義を周知し協力を依頼した結果、全家庭
数の約９割にあたる190通の回答が寄せられた。
この点は、保護者と学校との信頼関係および 
連携の深さを示すものであり、良好な評価につ
ながったといえる。
　監査最終日には、以下のとおり判定結果の 
口頭報告が行われた。

＜教育面に関する評価＞
【教育の質】：「良（Good）」
※日本の学習指導要領に準拠した教育課程が 

編成・実施されている。
※英語教育については一部に systematicでは

ない非体系的な点が見られる。
※特別支援教育（SENDO）においても一定の

取組が行われている。

【児童生徒の行動と態度】：「優（Outstanding）」
※児童生徒は集団活動への積極的な貢献が見ら

れる。
※保護者と学校との連携が良好であり、教職員

と児童生徒の関係性も良好である。
※出席率は98〜99%と非常に高水準である。
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【個人の伸長・自己啓発】：「良（Good）」
※ゲストティーチャーを招聘した授業が実施さ

れている。
※児童生徒の特技や興味関心を発表する機会が

多く設けられている。
※修学旅行やグループワークに先立つ英国に関

する事前学習も効果的である。
　また、PSHE教育（Personal, Social, Health 
and Economic Education）については、「児
童生徒の理解を促す体系的な計画に基づく指導
の実施」が今後の課題として指摘された。一方
でこれまでも継続して課題とされ、運営委員会
および事務局が対応に注力してきた【リーダー
シップとマネジメント】の項目については「要
改善（Requires Improvement）」との評価を
受けた。このため、学校全体の総合評価も「要
改善」となった。
※校舎の安全管理（site safety）に関しては、

エビデンスの集積が必要である。
※防火管理については、より組織的な取組が求

められる。
※保護者との連携は良好である。
※スタッフアンケートの多くは前向きな内容で

あった。
※多くのスタッフが「管理職は相談しやすい存

在である」と回答している。
　特に重大な指摘としては、「防火管理体制に
おける迅速かつ適切な対応が取られていない」
という点であった。2021年４月に実施された防
火監査においては、29か所の是正事項が指摘さ
れていた。これらについては、運営委員会およ
び事務局により夏季休業期間中の対応が計画さ
れていたが、その実施前にOfsted監査が入り、
改善が進んでいなかった点が評価に反映され
た。しかも、2019年10月にも同様の防火監査の
指摘があったにもかかわらず、１年９か月以上
にわたり是正が行われていなかったことから、

「迅速な対応がなされていない」との評価が妥
当と判断された。この点については、学校管理
職に加え、ガバナーである運営委員会において
も、担当業務の把握不足により対応が滞ってい

たことが明らかとなり、改めてガバナンスの在
り方が問われる結果となった。以上のとおり、
施設管理面での不備が大きな課題となった監査
ではあったが、教育面における３項目で高い評
価を受けたことは、教職員にとって大きな励み
となった。

（７）2021年７月監査後の対応
　2021年７月の監査において、ロンドン日本
人学校は総合評価として「要改善（Requires 
Improvement）」との判定を受けたが、この結
果により直ちに新規児童生徒の募集停止や学校
閉鎖等の措置が講じられることは回避された。
しかしながら、仮に「良（Good）」の評価を受
けていれば、以後数年間は再監査の対象から外
れることとなり、また「優（Outstanding）」
であれば、特段の問題が生じない限り、監査が
実施されない状態となったはずである。ロン 
ドン日本人学校としては、こうした状況を目指
して準備を進めてきたが、当時の結果は、まず
一歩を回復・前進させるものとして評価できる
ものにとどまった。
　監査実施から１週間後、学校が夏季休業期間
に入るのにあわせて、管理職および運営委員長
代理が作業の進行管理を直接担い、防火監査に
おける 29か所の指摘事項に対する対応を開始
した。当該対応は中学部棟のトイレ改修工事と 
時期が重なったが、夏季休業中にほとんどの 
項目について完了するに至った。なお、当時の
未対応箇所は防火扉の更新工事１件であった。 
この工事は、校内43か所におよぶ防火扉を新た 
に設置する大規模工事であり、多額の経費と 
長期の工期を要するため、計画の調整に相当の
時間を要した。しかし最終的に、当該工事につ
いては 2022年夏季休業期間および 2023年春季
休業期間に実施する旨、施工業者と契約を締結
し、全工程を完了している。
　また、2021年監査における教育面での主な指
摘事項であった「PSHE教育」の充実について
は当時の教頭及び担当の現地採用教員が中心と
なり、日本の教育課程および各教科の内容領域
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との関連性を明示しつつ、PSHE教育の実施計
画を立案した。併せて日常的な授業実践におけ
るチェック体制を構築し、実施の状況について 
はハイライトによる記録・管理を行い、エビ 
デンスの蓄積を継続した。

（８）2022年４月進捗状況確認監査の判定
　筆者（佐藤）が着任した令和４年度初めの４月 
26日、前年度７月に実施された完全監査にお 
いて「要改善（Requires Improvement）」と
された評価を踏まえ、進捗状況確認監査が実施
された。当日は、午前中に監査実施の連絡が入
り、その約１時間後には監査官が来校するとい 
う極めて通知後短時間での実施開始であり、 
これは監査に向けた準備時間を意図的に与え
ないという Ofstedの原則的立場を示すもので
あった。
　この監査は、10か月前の「要改善」判定を
受けた状況を踏まえたものであったが、結果
として、独立学校基準（Independent School 
Standards）を満たしているとの評価を受け、
前回指摘された事項に対し適切な対応が講じら
れているとの結論が示された。

＜評価された主な点＞
※新規派遣教員を含むすべての職員に対して

セーフガーディングに関する研修を確実に 
実施し、その記録（研修記録・出席簿）を整備 
している点。

※防火管理について、職員全員が関与し、定期
的な点検を実施している点（防火管理チェッ
ク表）。

※避難経路が明確に示されており、児童生徒に
周知されている点（避難経路図）。

※火災発生を想定した避難訓練を実施し、アク
トン消防署職員など外部専門家の協力を得て
訓練が行われている点。

※PSHE教育の新たな取り組みとして、英語科
との協働が始まっている点。

＜校内巡視における確認事項＞
　2021年度監査において防火管理に関して指摘
された事項のうち、防火扉を除くすべての項目 
について改善が確認された。また、防火扉に 
ついても、同年夏季休業期間中に工事実施予定
である旨、監査官に報告された。
　具体的な改善内容としては、非常出口のサイン 
の明示、図工室の外部出口封鎖、非常灯の新設、 
レセプション出窓の 30分耐火仕様への改修、 
図書館３階からの非常口の機能確保、校内防火
扉の常時閉鎖状態の確認などが挙げられる。

＜指摘された事項＞
※Fire Risk Assessment（火災リスク評価）に

ついて、資格を有する監査会社によるチェッ
クを受け、そのレビューを最新の状態に更新
すること。また、オンサイトレビューの実施
日を予約し記録に残すこと。なお、2022年１
月７日付レビュー、および2021年12月13日の
来校記録との整合性が取れていない旨の指摘
があった。

※学校ウェブサイト上のポリシー類の一部に 
更新されていない文書があること。日本語版
英語版の対応状況および更新日を明示した 
一覧表を作成する必要がある。

※ Single Central Record（職員情報の中央記
録簿）が最新状態に更新されていないこと。

※指摘事項に対する確認およびフィードバック
体制の構築が求められること。

※ DSL（Designated Safeguarding Leader）を 
日本人学校有限会社事務局長が兼任している
状況において、その職責が多岐にわたるた
め、校内における人事配置の工夫が必要で 
あること。

※改善事項の履行状況を定期的に確認し、証拠
（エビデンス）の蓄積を行っていくことの重
要性。

　なお、本監査の時点では未実施であった防火
扉の更新工事については、予定どおり同年夏季
休業期間（2022年７月〜８月）中にすべて完了
しており、その後は適切な安全管理体制が整備
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されている。

（９）令和５年６月実施監査の結果について
　令和５年６月６日から８日にかけて、ロン 
ドン日本人学校に対する完全監査が実施され、
同年７月18日（火）に監査結果の正式通知が本校 
に到着した。本監査結果については、Ofsted 
公式ウェブサイトおよび学校ウェブサイトに 
おいて公表されている。
　監査結果は、従来と同様に以下の４観点なら
びに総合の計５項目について評価されるもので
あり、各項目は次の４段階で判定される。
　令和５（2023）年実施の監査においては、 
前々回である平成30年（2018年）完全監査以降、 
本校教職員が一丸となって継続的に取り組ん
できた児童生徒の教育に関する３つの評価項
目について、「Outstanding（優）」が２項目、

「Good（良）」が１項目との極めて高い評価を
得た。一方、学校運営に関する分野において
は、前回および前々回の監査でも課題として指
摘されていた事項に加え、これまでの監査では
言及のなかった新任職員に係る英国無犯罪証明

書（DBS）の取得状況、学校運営委員会における
ガバナンスとリーダーシップ、さらには児童生
徒のセーフガーディング体制に関する不備等が
新たに指摘された。これらを踏まえ、４つの評
価観点のうち最も低い評価が総合判定に反映さ
れるという Ofstedの評価方針に基づき、総合
評価は「Inadequate（不十分）」とされた。
　ロンドン日本人学校は、英国に所在する日本
人学校として、日本の文部科学省が定める学習
指導要領に則り、教育課程を編成・実施して
いる。一方で、英国における私立学校として
の法的立場に基づき、本校は英国政府が定める

「Independent School Standards（ISS独立学
校基準）」に適合した学校運営および教育課程
の整備が求められている。

　下記のように、2023年（令和５年）６月の
監査評価は、これまでと同様に、４つの観点と
総合の５項目、それぞれ Outstanding（優）＞
Good（良）＞ Requires Improvement（要改
善）＞ Inadequate（不十分）の４段階にて評価
された。

　前述のような二重の教育制度に準拠すべく、近
年、英国の教育において特に重要視されている各
分野、すなわち、児童生徒のセーフガーディング

（Safeguarding）、特別支援教育（SEN：Special 
Educational Needs）、2010年平等法（Equality 
Act 2010）への対応、PSHE（Personal, Social, 
Health and Economic）教育、及び英国的価値

（British Values）に関する教育内容の整備と実
践を積極的に進めていた。また、学校の管理運営
面においても、英国において求められる管理体制
の構築を図り、新たに実務執行機能を担う「執行
委員会」を設置するとともに、学校運営委員会が
監督・監査機能を果たす体制へと見直しを進め、
ガバナンスの強化と運営の透明性向上に取り組ん

１．The quality of education 【教育の質】 判定：Outatanding （優）

２．Behaviour and attitudes 【児童生徒の行動と態度】
  判定：Outatanding （優）

３．Personal development 【個人の伸長】 判定：Good （良）

４．Leadership and management 【リーダーシップとマネジメント】
  判定：Inadequate （不可）

○　Overall effectiveness  【全 体】 判定：Inadequate （不可） 

＜2023年６月監査評価＞
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できたところであった。
　３日間にわたり実施された監査においては、監
査官による学校運営委員、事務局長、校長との面
談に加え、教員や事務局職員等、学校スタッフと
の個別面談、小学部児童および中学部生徒との
ディスカッション、ならびに各種エビデンス資料
の確認等、多角的かつ網羅的な情報収集が行われ
た。面談後の聞き取りによれば、教職員および児
童生徒は、それぞれの立場に応じて適切に対応し
たものと評価される。
　また、急遽実施を依頼した保護者向けアンケー
トについては、前回を上回る195件の回答が寄せ
られたと報告を受けている。これらの回答に対
し、監査官からは「本校の教育活動に対する保護
者の理解と協力は極めて良好である」との肯定的
な評価が示された。以下に、当該の監査における
各評価観点ごとの概要を記載する。

◇【教育の質】: Outstanding（優）
※学校リーダーは、高水準のカリキュラム編成

に責任を持ち、児童生徒に提供している。教
科の枠を超え、習得すべき知識について全教 
員が十分に検討し、 協力して取り組んで 
いる。

※カリキュラムは、教授すべき知識・技能およ
び学習意欲の醸成を段階的に示している。

※児童生徒は優れた学業成績を収め、幅広い 
教科にわたる詳細な知識を習得している。　

※教員は幅広い専門知識を有し、質の高い教材
を準備してカリキュラムを遂行し、児童生徒
に新しい学習内容を明確に指導している。

※教員は児童生徒に既習事項の復習機会を 
多く設けており、重要な知識の定着を図って
いる。

※教員は児童生徒の障がいや特別な教育的ニー
ズを把握し、適切な支援体制を構築・実践し
ている。　

※学校リーダーは、ロンドンの特性を活かした
多様な活動をカリキュラムに取り入れ、児童
生徒の学習を豊かにしている。　

※スコットランドや英国各地への教育旅行な

ど、児童生徒の異文化理解と文化的経験の 
促進が計画的に実施されている。

※カリキュラムに組み込まれた英国文化施設へ
の校外学習や、課外活動としてのスポーツ音
楽、美術等の部活動は児童生徒の人格形成に
寄与している。

※PSHE教育は内容・方法が練られて実施され
ており、児童生徒が社会について幅広く理解 
できるよう、多様なトピックと関連づけて 
指導されている。多様な信仰や文化、犯罪に
関する学習も含まれている。

※人間関係および性教育に関しては、法定ガイ
ダンスが十分に考慮されている。

※英語を母語としない児童生徒が多数を占める 
が、学校リーダーおよび英語教育指導者は 
包括的かつ意欲的な英語カリキュラムを編成
提供している。　

※英語教育指導者は、児童生徒が効果的に知
識・技能を身につけられるよう必要な専門性
を有しており、リーディング指導においては
フォニックスを取り入れ、正確かつ流暢な 
読解力の育成に努めている。

※教育の質向上に向けた指導者の強い意志は 
学校全体で一貫して実現されている。

◇【児童生徒の行動と態度】: Outstanding（優）
※教員は、児童生徒に対し、誠実な行動のあり

方および社会に積極的に貢献する方法につい
て指導している。

※児童生徒は登校を楽しんでおり、このことは
高い出席率にも表れている。

※児童生徒は他者に対して親切であり、転入　
生へのサポートも欠かさない。

※児童生徒は、何か心配事がある場合には、 
信頼できる教員に速やかに相談できることを
理解している。

※児童生徒は自校を大切にし誇りを持ってお
り、その姿勢は毎日の清掃活動の様子からも
窺える。

※各教室の雰囲気には強い向上心が感じられ 
児童生徒は成果を上げるための努力を継続し 
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積極的に授業参加している。この姿勢は学業
の成功に大きく寄与している。

※児童生徒は自治的な活動を通じてリーダー
シップを発揮している。例えば、環境委員会
は学校入口に「ウェルカムガーデン」を設置
し、植栽を行っている。

※児童生徒の行動および態度の向上に対する 
指導者の意欲は、学校全体で一貫して実現さ
れている。

◇【個人の伸長】: Good（良）
※教員は、児童生徒の個人的成長を支援する 

ため、多様で充実した機会を提供し、個々の
行動にも細やかな配慮を行っている。

※学校リーダーは、児童生徒の才能や興味を 
伸ばすことを優先しており、例として全児童
生徒を対象とした「写生大会」を毎年開催し
ている。　

※教員は、児童生徒に対して有益な進路ガイ 
ダンスを提供している。

※中学部の生徒には職場体験の機会が設けられ
ている。

※教員は、児童生徒が適切かつ合理的なワーク
バランスを維持できるよう配慮し、計画的に
実施している。

◇【リーダーシップとマネジメント】: 
　Inadequate（不十分）

※学校運営委員は短期間で交代し、校長および
教頭も数年以内に帰国して新任者と交代して
いる。運営委員会による学校監督の継続性を
確保するため、明確な規定の整備が求められ
る。

※運営委員および学校管理職員の交代時に、効
果的かつ有益な引継ぎを実施するための戦略
および手順の整備が必要である。

※英国独立学校に関わる法的義務について、 
運営委員および学校管理職員が着任直後に 
必要な知識を得られる仕組みの構築が求め 
られる。

※セーフガーディングに関しては、新規採用 

職員の適性審査プロセスが不十分であり、 
児童生徒と接するのに適しているかの審査が 
強化されるべきである。英国の学校で勤務 
するには、渡英前国での無犯罪証明に加え、 
英国の Disclosure and Barring Service 

（DBS）のチェック完了が必要である。運営委員 
の適性確認においても法定ガイダンスに従う
必要がある。

※ DSL（Designated Safeguarding Leader ） 
および DDSL（Deputy DSL） をはじめと 
するセーフガーディングリーダーは、最新の
法令・ガイダンスを積極的に学び、全教職員
がその知識を共有し習得する体制を構築しな
ければならない。

　（「KCSIE 教育現場における子どもの安全の　
確保2023」）

※教員は、最新のセーフガーディングに関する
知識を習得し、児童生徒が直面する可能性の 
ある各種リスクを十分に理解し、あらゆる 
保護上の懸念に注意を払う能力を備える必要
がある。

※教員は、ネット上のいじめや搾取など多様な
リスクについてガイダンスを参照して学習し
ているが、最新の内容についての理解は依然
として不十分である。

※児童生徒はインタビューにおいて、何か心配
事があれば信頼できるスタッフに相談するこ
とを認識していると回答している。

※ PSHE関連のカリキュラムを通じて、児童 
生徒は健康、薬物・アルコールの乱用防止、
精神衛生、ネット上の安全等、多様なリスク
と自己防衛方法について学んでいる。また、
健全な人間関係の築き方や同意の重要性につ
いても学習している。

※当校の児童生徒の安全保護方針は、学校ウェ
ブサイトにて公開されている。

　前述のとおり、2018年の前々回監査におい
ては、Leadership and management（リー
ダーシップとマネジメント）の観点で今回と
同様に、Inadequate（不十分）の評価を受け
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た。これを踏まえ、学校は改善策に基づく取組
みを継続し前回2021年の監査では同項目におい
てRequires improvement（要改善）へと一歩
前進した。当時の主な指摘事項は、防火扉をは
じめとする校舎の防火管理体制に関するもので 
あったが、2022年４月の進捗監査においては
これを解消し、同年８月には「英国インデペン 
デントスクール基準を満たしている」という 
通知を受けている。
　しかしながら、今回はこれまで指摘のなかっ
た英国の Disclosure and Barring Service

（DBS）取得の必要性（これまでは日本からの
着任に際しての日本での無犯罪証明のみであっ
た）や、セーフガーディング研修強化等が指摘
された。
　加えて、課題となっていた運営委員会のリー
ダーシップのあり方や、運営委員および学校管
理職員の任期や交代時の引継ぎ体制についても
指摘があった。
　遺憾ながら、今回の監査においては４観点す
べてにおいてはOutstandingやGoodの評価は
得られなかった。しかしながら、教育に関する
３項目では前回2021年完全監査よりも更なる改
善が認められた。
　監査結果を詳細に検討すると、日本と英国の
文化や価値観の違いを感じる部分はあるが、校
長として結果を重く受け止め、改善策を検討し
実施していく必要があると強く認識した。日本
および英国の両教育基準を満たし続けることは
容易ではないが、ロンドン日本学校に勤務した
教職員一同が、当校で学ぶ児童生徒のために 
永続的に努力していくことが求められる。

（10） 2023年度後半の監査対応
　2023年６月の監査結果を受けて、その後、児童 
生徒の福祉を保護・促進するために効果的かつ
包括的な体制を整備してきた。危害を未然に防
ぎ、潜在的な危険から子どもたちを守り、必要
に応じて支援を提供するために、教職員が取り
組んだ主な施策は以下のとおりである。
※運営・戦略・ガバナンス面のセーフガーディン 

グ専門コンサルタントを雇用　
※2023年10月にセーフガード監査を実施し、 

報告書と行動計画を作成
※DSL（Designated Safeguarding Leader）／ 

DDSL（Deputy DSL）の職務記述書を作成
し、スタッフの責任範囲を明確化　

※DDSLを２名増員し、児童生徒および保護者
が複数の専門的相談相手を持てる体制を整備

※DDSLはレベル３（L３）の保護トレーニン
グを受講し、役割に自信を持てるよう支援

※最新の KCSiE（Keeping Children Safe in 
Education）ガイダンスに基づき、保護方針
と児童保護方針を見直し、2023年９月１日付 
で全職員に配布。遵守確認のための研修を 
実施

※全職員は早期支援が必要な児童を識別するた
めの訓練を受け、KCSiEパート１および付録 
B 2023、並びに当校の「児童生徒保護方針」
を読み理解、責任の認識と遵守を署名で表明

※保護に関する懸念事項は迅速に報告・対応さ
れる明確なシステムを設置。全職員が保護体
制を理解し、DSL/DDSLの役割や報告手順
と児童ソーシャルケア（MASH）への連絡
方法）を熟知

※セーフガード・ガイドラインの日本語訳を 
作成し、全スタッフがアクセスしやすいよう
配慮

※保護措置は全学年団、 プライマリー・セ 
カンダリーのミーティングやブリーフィング
で常時議題に挙げられ、職員が質問やフィー
ドバックを行う機会を設置

※ LADO（Local Authority Designated 
Officer）が定期的に学校を訪問し、連絡を
取り合い、最新の状況を把握

※保護チームの連絡先ポスターを日本語・英語
で作成し、教室、共同学習エリア、玄関、廊
下、オフィス、職員室、Webサイトに掲示 

※ワークショップを通じて職員の知識ギャップ
を特定し、CPD（継続的専門能力開発）に
反映（説明会、会議、研修、メンタリング、
コーチング等）
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※全スタッフが保護に関する複数回のアンケー
トに回答し、その結果を分析。保護方針・手
順の理解と遵守について確認

※指摘されたギャップを踏まえ、最新の法定ガ
イダンスおよび ISS（Independent School 
Standards）を満たすためのトレーニング計
画を作成し、スタッフの知識を最新に維持

※コンサルタントが包括的な職員導入方針と
保護指導ハンドブックを作成。英国到着前に
新規職員へ配布し、試用期間中に記入する
チェックリストを導入

※教員、サポートスタッフ、ガバナーを含む
全スタッフおよび指導者について、子どもた
ちと働く適性、必要条件の充足、および役割　
責任の適正を確認し、学校全体の安全・効果
に寄与していることを確保

※全スタッフおよび指導者に対して、犯罪歴
チェックや推薦状確認を含む適切な身元調査
を実施

※規制対象活動からの締め出しや禁止事項に 
該当する者はなし

※犯罪歴の強化チェックを任命前または任命後
速やかに完了し、証明書を発行

※ SCR（Single Central Record）は最新かつ
完全な状態を保ち、保護ガバナーが学期ごと
に点検

＜苦情の処理方法＞　
※ガバナーは、保護者からの苦情が公平・透明

かつ効果的に処理されるよう、ISSに沿った
苦情処理手順の更新を徹底

※ SMC（School Management Committee ）
は寄せられた苦情について十分な情報を把握
し、学校がポリシーに則り適切に処理してい
ることを確認

＜学校におけるリーダーシップと管理の質＞
※学校の指導者および管理職（ガバナーを 

含む）は、役割を適切に果たすために必要な
研修を受けている。

※全員が、KCSiE Part 1およびAnnex B（2023

年版）、ならびに学校の『Child Protection and  
Safeguarding Policy』を熟読・理解し、そ
の責任を自覚し、方針を遵守することに署名
している。

※常に最新の知識を維持するため、継続的な 
専門能力開発（CPD）に積極的に取り組ん
でいる。

※児童生徒の福祉向上に対して、リーダー層が
責任を持って効果的に対応している。

※保護に関する懸念事項の報告と対応のため 
に明確なシステムが整備されており、すべて
のガバナーがこの仕組みを理解している。

※ DSL/DDSLの担当者および、懸念事項の 
報告先（MASH等）についても十分に把握 
している。これらの取り組みは、2023年11月 
17日〜21日に実施されたアンケート結果によ
り裏付けられている。

※英語版ウェブサイトが整備され、全ての方針
文書が掲載されている。

※学校方針の見直しを定期的に行うため、方針
が作成され計画的な更新が進められている。

※コンサルタントの継続的な支援により、リー
ダーシップのコーチングやメンタリングが行
われ、リーダー層の自信と力量向上につな
がっている。

※セーフガーディング・ガバナーが任命されて
おり、定期的なモニタリング訪問を実施

※報告書は SMC（School Management
　Committee）に提出されている。
※新たに任命されたガバナーおよびシニア・

リーダーに対しては、適切な引き継ぎが実施
されている。

※ガバナーおよびシニア・リーダーのために　
コンプライアンス確保を目的としたハンド
ブックが作成された。

※セーフガーディングは SMCの常設議題と
なっており、DSLおよび保護担当ガバナーか
ら月次で報告が行われている。

※ガバナー・オーディットを実施し、強み・課
題・研修ニーズを特定している。

※インシデント・ログが整備され、指導者は生
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徒・保護者・職員と積極的に関わり、懸念事
項に対する対応を行っている。

※DSL/DDSLおよびカリキュラムリーダーが
任命され、学校全体で保護活動を推進して 
いる。

※具体的には以下の担当が設定されている
◆RSE：〇〇教員
◆Prevent・チャンネル：〇〇教員
◆アーリーヘルプ：〇〇教員
◆オペレーション・エンコンパス：〇〇教員
◆メンタルヘルス：〇〇教員
◆ Looked After Pupilsおよび Young Carers 

：〇〇教員
◆DSL/DDSLの連絡先情報はMASHと連携し

て最新化されている。
※保護に関する研修は、法改正の内容に応じ

て適宜更新されている。会議・研修を通じて
ネットワークを広げ、優れた実践例を共有。
戦略コンサルタントも保護ネットワークの一
員として、必要に応じ最新の研修情報を提供
している。

※運営委員長（ガバナー会長：2023年11月任
命）、運営委員長補佐（保護ガバナー：2023
年11月任命）、および事務局長（DSL兼任：
2024年３月任命）がそれぞれ着任済み。

※厳格な採用手続きが導入され、子どもと適切
に関わることができない人物が雇用やボラン
ティア活動に関与することを防止している。

※PSHE/RSEのカリキュラム概要が整備され、
長期・短期の計画を通じて保護に関するすべ
てのトピックが網羅されていることが確認さ
れている。これには授業観察、ワークの精査
生徒の進度会議等による監視・評価・見直し
も含まれる。

※保護に関する情報は、クラスブログや学校
ニュースレターに定期的に掲載されている。

※保護者向けワークショップも開催されてお
り、保護者の質問やフィードバックを受ける
機会を通して、信頼関係の構築とオープンな
コミュニケーションの促進に努めている。保
護者・生徒・職員がオンライン上の安全に関

する意識を高めている。
※児童生徒の保護に関するリーフレットが作成

され、受付で来訪者全員に配布されている。

　以上の取り組みは、「ロンドン日本人学校行
動計画」に明示されている。本行動計画は、
Ofstedによる監査報告書で指摘された主な 
課題に対し、学校としてどのように対応し、改
善を図るかを具体的に示すものである。2023年
６月の監査結果を受けて、同年９月20日付で初
版の行動計画を作成したが、これはDfE（英国
教育省）により却下された。これを踏まえ、学
校として児童生徒の保護に対する強いコミット
メントを再確認し、内容を精査・再構成した 
うえで同年11月に改訂版行動計画を策定した。

Ⅳ．まとめとして
 【在英教育施設として、日本の学習指導要
　領に基づく教育を実践するということ】
　ロンドン日本人学校は、文部科学省より認定
を受けた在外教育施設として、ロンドン日本人
学校有限会社が設置する私立学校であり、日本
の学習指導要領に則って教育活動を展開してい
る。また同時に、英国教育省（DfE）により認
可された私立学校でもあり、英国の私立学校基準

（Independent School Standards：ISS）に準拠
し、教育水準局（Ofsted）による監査を受ける
必要がある。この二重の立場は、単に「日本の教
育課程を英国で実施する」ことを意味するもので
はない。教育とは、その国や地域の文化・価値観
を反映する営みであり、日本の教育理念に基づく

「主体的・対話的で深い学び」を追求しながら、
同時に英国の教育基準や法的要件に適合する教育
課程の編成が求められるのである。
　異なる文化や価値観の中で教育を実践すること
には、大きな困難が伴う。日本と英国の教育制度
や考え方の違いを理解し、それぞれの基準に対応
した教育を展開することは、現場の教職員にとっ
て決して容易なことではない。Ofsted監査への
対応も、教職員にとっては業務負担が大きく、抵
抗感を覚えることもあった。しかしながら、それ
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は単なる義務ではなく、英国における教育の質と
児童生徒の安全を確保するために不可欠な要素で
あると理解を深め、その思いを伝え続けることに
より校長在職２年目には教職員一人一人が前向き
に取り組む姿勢を見せてくれていた。
　2023年６月の Ofsted監査後も、 評価結果を　
受けての改善活動、進捗確認監査、さらには再度
の完全監査の可能性もある中で、当校は引き続
き、監査対応体制の継続的な見直しと強化に努め
ている。とりわけ、毎年３月に約３分の１の派遣
教員が交代するという在外教育施設特有の状況に
鑑み、新任教員への迅速かつ的確な研修・引継ぎ
が極めて重要であり、監査への理解を早期に浸透
させる体制の構築が急務である。
　さらに、コロナ禍以降の社会的影響や、ロシ
ア・ウクライナ情勢といった国際情勢、加えて 
世界的な経済不安の中で、在外教育施設の運営 
は、以前にも増して多くの課題を抱えている。日系 
企業の動向を含む日本経済の変化も、学校運営に
直接的な影響を及ぼす現実がある。
　かかる厳しい環境下においても、ロンドン日本
人学校が 2026年に設立50周年という重要な節目
を確実に迎えるとともに、今後も数十年、さらに
は数百年にわたり、当地において学ぶ日本人児童
生徒の健全な成長を支える教育拠点として存続し
続けることを、切に願うものである。　
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Ⅰ．はじめに
　大分市立滝尾中学校は、史跡「滝尾百穴」に 
代表されるように、多くの歴史的遺産に囲まれて 
立地している。校区内には古墳や石仏も現存して 
おり、地域全体に古代文化の趣が色濃く残されて 
いる。また、滝尾地区は大分市の中心部に近接し、 
官公庁街および繁華街へは自動車で 15分程度 
の距離に位置している。この地理的特性に加え、
工業団地の進出、区画整理事業、高速道路の米良 
インターチェンジの整備などが進展した結果、 
マンション建設や大規模団地化が急速に進行した。 
また、スポーツ公園や郊外型商業施設等の整備
が進むにつれて、かつて学校周辺を取り巻いて 
いた山々の緑も減少しつつある。
　生徒数の推移をみると、2010年度（868名）から 
2015年度（981名）までは年々増加傾向を示し
ていた（いずれも５月１日現在の数値）。しかし
2025年度には762名となり、過去５年間において
は減少傾向に転じている。とはいえ、現在にお
いても本校は県内有数の大規模中学校の一つで 
ある。
　筆者（佐藤）が校長として本校に着任した2015
年度当時、生徒および教職員は「県下有数の中学
校」として名実ともに評価されることを目指し、

「凡事徹底」を校是として日常の教育活動に真摯
に取り組んでいた。具体的には、「先手あいさつ」

「ノーチャイム・２分前着席」「無言ピカピカ清
掃」「花いっぱい運動」など、生徒と教員が共に
成長するための実践が継続されていた。これらの

取り組みは、健やかな心身の育成を目指す本校の
教育活動の核を成していた。
　1947年、戦後の混乱と廃墟の中において、学制
改革により６・３・３制が導入され、新たな学校
制度が始動した。このような社会的転換期におい
て、滝尾中学校は地域有志の自主的な運動により
開校した。
　2026年には創立80周年を迎えるに至る。校歌
には、「自治の手旗をふりかざす  立て  若人の心
意気  新しき世代をになう  おゝ  滝中われらの母
校」と謳われており、創立当初の関係者が抱いて
いた自立・自律の精神および新しい時代を担うと
いう気概が明確に表現されている。この建学の 
精神は、現在の滝尾中学校の生徒たちにも確実に
受け継がれている。日々の学習活動はもとより、 
生徒会活動や部活動に主体的に取り組み、さらに
地域の養護老人施設へのボランティア活動にも 
積極的に参加するなど、学校内外において自律的 
かつ協働的な姿勢を示している。

Ⅱ．学校の状況（2016年度当時）
　本校における教育活動は、「一人一人が輝く 
滝尾中学校」を主たるスローガンとし、生徒・保護 
者・地域住民、ならびに本校に過去勤務した 
教職員の継続的かつ協働的な努力に支えられて 
きた。こうした取組の積み重ねにより、生徒は秩序 
と落ち着きのある教育環境の中で、安定した学校
生活を送ることが可能となっていた。教職員に 
おける指導の基本的姿勢は「率先垂範」であり、 

「生きる力」を育成する学校経営に関する一考察
−大分市立滝尾中学校（2015-2017）の実践から−

佐　藤　雅　彦

A Study on Enhancing School Management to Foster 
“Zest for Living” in Children

SATO Masahiko
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あいさつの励行、時間を意識した行動、無言での
清掃活動等については、教員自らが模範を示し、
その意義を生徒に明確に伝える実践がなされてい
た。また、指導および支援の方向性を全教職員
で共有し、「職員室を出てからが勝負である」と
の共通認識のもと、教育現場での直接的な対応を
重視した指導が日常的に行われていた。これら 
の取組の成果として、生徒の集団としての生活 
リズムは秩序と規律をもって確立されており、 
教育効果としても一定の成果を確認することがで 
きた。
　一方で、生徒個々の生活実態に目を向けると、
要保護および準要保護に該当する家庭の割合は
15％を超えており、母子家庭・父子家庭の増加
が顕著であった時期に重なる。加えて、経済的に 
困難な状況に置かれている家庭も年々増加傾向に
あり、家庭環境に起因する課題が多様化・複雑化
していた。こうした背景のもと、基本的な生活 
習慣が十分に確立されていない生徒も見受けられ、 
その結果として学習習慣が定着せず、学力の向上 
に困難を抱える者が一定数存在していた。また、
生徒間における対人関係の構築が不十分なため
に、集団内での調和を欠きトラブルに発展する
ケースも少なくなかったのが実情である。

〔70周年記念航空写真 全校生徒で校章を描く〕

Ⅲ．重点課題への取組
１．確かな学力の定着・向上
　〜 学校研究・校内研修を核に 〜 
　◇2016年度  研究主題 

　「生徒自らが意欲的に学び合う学習指導のあ
り方」〜生徒指導の三機能を生かして〜
⑴　学び合う（支え合う）学習集団づくりを 

推進する。
①　学習規律の更なる定着を図る。（ノーチャ

イム・教師１分前入室完了・挨拶による 
始終）

②　学習環境を整備して授業に臨む。（机の整
理整頓・ロッカー、ごみ箱、掲示物の整理）

⑵　校内研修の充実による魅力ある授業づく
りを推進する。「滝中スタンダード」の共通 
理解と実践
①　[生徒指導の三機能 ]自己決定・ 自己 

存在感・共感的人間関係
②　めあて→振り返り、課題→まとめ [タ

キちゃんボード]新調（言語活動の充実・
ICT機器の活用）

「滝中スタンダード」

滝中が目指す授業改善のポイント 3

ゴールを明確にしてブラッシュアップ

「学びに向かう力」と「思考力・判断力・表現力」を育成する
ワンランク上の魅力ある授業

自然と生徒主体の授業、問題解決的な展開の授業になるばす

課題に対して、追求し自分の考えをもつ

１  自己決定の場を与える

個々の活躍の場（発表・発信）・成就感
個に応じた指導

交流し、他者を認め合い、励まし合い
新しい考えを創造

１　１時間完結型授業
　　（「めあて」と「振り返り」のある授業）
２　板書の構造化・板書とノートの一体化
３　習熟の程度に応じたきめ細かい指導の充実

４　問題解決的な展開の授業
　　　　（単元 あるいは １単位時間）

２  自己存在感を与える

３  共感的人言関係を育む

生徒指導の３機能を意識して
＋

⑶　教師一人一人の授業力の向上を図る。
①　互見授業を推進する。（異教科、学活・

道徳を含み全教員が提案２[略案提示]、
参観３以上）

②　板書の構造化と適切な発問、わかる授業



29

別府溝部学園短期大学紀要　第48号（2026）

（UD：ユニバーサルデザイン）を推進する。
⑷　基礎・基本の定着と活用力の向上を図る。

①　つまずきの発見と個別指導の充実を 
図る。（机間指導、ノート点検評価）

②　繰り返し、反復学習を推進する。（朝学
習、業間・放課後質問教室の充実）

③　計画的な個別・補充・発展学習を推進。

＊職員朝礼で、校長（佐藤）が伝えた言葉から
　【学力向上に関すること】

・目の前にいるこの子（たち）のために 
・ 先生方が日々行っている「当たり前を磨く 

指導」こそ、学力向上の手立てであり、先手 
生徒指導である。（教師１分前入室）、 （整理 
整頓）、（先手あいさつ）等々 

・学力は授業改善で必ず伸びる。授業において 
生徒の学びに向かう姿勢が前向きになれば、 
家庭学習にも良い影響を与えるからだ。 

・「ねらい」は先生のもの、「めあて」は生徒の 
もの（意欲をもてる「めあて」を抱かせる） 

・学習環境が整っていないことが「気になり見過 
ごせない感性」を教師がもてることがとても 
大事 ！ 

・観点（生徒指導の三機能） をもって授業を  
行い、視点（生徒指導の三機能）をもって互見
授業に臨む。 

・特活「学校行事」で育むべき「望ましい人間 
関係」、「自主的実践的な態度」は、学力向上に
直結する。 

・学力向上についても、学年・学級ごとにどの 
ような学期にしたいのか、まず、「かたち」を
定める。それを目指して、生徒の心を育てる。
その取組は、必ず生徒の「姿」となり表出さ 
れる。「かたち」→「心」→ 「姿」の順だ。

２．豊かな心をはぐくむ教育活動の充実
⑴　生徒との触れ合い増（相談活動、生徒一人

一人とのコミュニケーション・生活ノートの
充実）

⑵　道徳授業の充実（要である道徳授業の質を
高める）特別の教科道徳で実施する

⑶　美しい学校づくり（豊かな感性・愛校心あ
ふれる環境づくり）
①　校内の美しい空間づくりの推進（掲示物

展示物の整理）
②　無言ピカピカ清掃の実践継続（滝尾中学

校実践の宝）
③　「花いっぱい運動」「朝夕の奉仕清掃活動」

の実践継続
⑷　特別活動の充実（集団所属感・連帯感・協

力する心）自己有用感の醸成
①　生徒と教師の協働作業推進（清掃・部活

動・体育大会、文化発表会等の学校行事、
奉仕活動等）

②　生徒会活動の充実、諸行事の充実、学年
独自活動奨励（あたりまえを磨き[BEST]
へ） （いじめゼロをさらに推進） 

⑸　生徒の活躍場面増（大車輪賞・善行賞・読
書１万Ｐ賞等の生徒表彰の継続）

⑹　地域との連携（学校便り年間20号発行・
HP更新70回以上）

⑺　登校時・給食時・清掃時、職員室０人運動 
を推進（生徒との触れ合い増、危機管理体制
の強化）教職員全員での登校指導・給食指
導・清掃指導の継続

平成28年度滝中生徒会スローガン「BEST」

３．体力の向上と心身の健康の保持増進
⑴　部活動の奨励を図る。（課後の諸会議の 

簡素化と、部活動全員体制での指導）
⑵　保健体育科の授業及び体育的行事の充実を

図る。保健体育科授業が、学習規律の確立に
大きく貢献

　　全学年統一した保健体育科授業形態の取
組（体つくり運動、集団行動、体力テストに 
よる体力向上）
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⑶　給食指導の充実と食育の推進

集団行動については、学期の始めや領域が変わる際に
動きを確認しているため、生徒は、教員が何も言わな
くても整列等を自主的におこなえる。

４． 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援
　教育の充実

⑴　個に応じた支援体制の確立。
①　自尊感情醸成を目ざし、職員研修を通し

て発達障がい支援を含め実践的指導力の向
上を図る。

②　生徒・保護者との教育相談活動を充実さ
せる。

③　特別支援教育コーディネーターを中心に、
一人一人の障がいの状況や特性、学習上・ 
生活上の困難、必要な支援について全職員
共通理解の上での支援実施

⑵　保護者との相互理解を基盤とし、市教育 
センターや特別支援学校等関係機関との連携
充実
①　関係機関の機能の積極的な活用を図り、 

校内支援体制を確立する。
②　特別支援教育推進専門機関（エデュ・サ

ポ−トおおいた等）との緊密な連携、相談
活動の充実を推進する。

５．豊かな人間性や社会性をはぐくむ生徒指導の
　充実

⑴　不登校傾向生徒の減少に努める。
①　生徒支援対策委員会を中心に組織的対応

を図り、不登校傾向生徒の減少に努める。
②　生徒支援対策部を中心に、全職員で「学

習ルーム」の運営に当たる。
③　SCや SSWとの密な相談と対策協議を

行ったり、外部の専門機関との連携を推進
したりする。

ア．生徒が不登校にならない、魅力ある、より良
い学校づくりのための取組を継続 （リスクマネ
ジメント） 
＊学習指導要領のねらいの実現（当たり前を 

磨き続け、高い志を抱ける生徒をはぐくむ） 
＊開かれた学校づくりの推進（地域社会との 

連携、外部講師の招聘） 
＊きめ細かい教科指導等の実施（わかる UD 

授業の推進、生徒指導の三機能の充実） 
＊学ぶ意欲を育む指導の充実（特別活動、キャ

リア教育の充実） 
＊安心して通うことができる学校の実現（いじ

めゼロ運動、情報モラル教育の拡充） 
＊生徒の発達段階に応じたきめ細かい配慮 （特

別支援教育、小中一貫教育の充実）
イ．きめ細かく柔軟に、個別の具体的な取組を 

推進（クライシスマネジメント）
＊校内の指導体制及び教職員の役割 

・学校全体の指導体制の充実 
・不登校対応担当の役割の明確化
　（生徒指導主事・学年生徒指導担当） 
・不登校対応に係る教員の資質向上 
・養護教諭の役割
・スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカーの役割と教員との連携 
ウ．情報共有のための個別指導記録の作成
エ．家庭への訪問等を通して、生徒や家庭への 

適切な働きかけ 
オ．不登校生徒の学習状況の把握と学習評価の

工夫 
カ．生徒の再登校に当たっての受け入れ体制の

構築 
キ．生徒の立場に立った柔軟な学級替えや転校等

の措置
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⑵　全校・学年・学級及び教科間の情報交換と
連携を図る指導を推進する。 
①　職朝における情報交換（全教職員による

共通理解）→ それ以前に校長に全て報告
済み 

②　生徒指導部会（週１回）や生徒指導に 
係る学年会の充実 

⑶　管理職、関係主任への報告・連絡・相談 
情報提供を徹底する。

⑷　様々な立場がある生徒とのかかわりを 
推進する。
①　個別の対応と生徒支援対策委員会を中心 

とした連携指導の充実を図る。
②　保護者はもちろん、SC&SSW 、 専門 

機関（子ども支援センター・児童相談所
等）との連携・協力を図る。

⑸　学級担任の「生徒指導力」に関する資質 
向上を図る。
①　管理職及び先輩教師の積極的な指導・助

言が生かされる環境づくりを推進する。
②　同僚との人間関係の構築を図る。

⑹　諸問題に対し、管理職・分掌主任を中心に
組織的で可及的速やかな対応を行う。

2・3年生昇降口に掲げられた「当たり前看板」

６．人権尊重の精神をはぐくむ教育活動の充実
　⑴　人権の視点に立った教育活動を推進する。

①　人権尊重への意識を高揚させ実践化への
意識を高めるため、教職員研修を充実する。

②　集団づくりと温かい人間関係を育てるた
め、教育活動全体を通して人権教育を展開
する。

③　生徒・教員全員参加と協力による諸行事
の取り組みを充実する。

④　共に励まし合いながらの学習参加と、
個々の学力の向上を目指す。

７．「一人一人が輝く滝尾中学校」実践の深化・
　発展

⑴　更なる組織力の向上を図る。指導の統一
性・一貫性を図り、組織力を高める。（志を
高く抱き、教職員のベクトルを合わせる）

⑵　美しい教育環境を作り上げる。
①　豊かな心を醸成する観点からも環境の 

整備、美化に常時取り組む。
②　「無言・ ピカピカ清掃」、「花いっぱい 

運動」を推進、深化させ、学校文化として
定着、発展させる。

③　「真の気品にあふれた学校」を合言葉に、    
生徒と教員の協働作業を通して、「思いや 
り」あふれる活動を実践する。

８．教職員の活力増、疲労感の払拭
⑴　職務のスリム化・スピード化・省エネ化・

効率化による、疲労感の払拭・活力増・個性
の発揮
①　主任を中心とした分掌実働率を向上
②　校務を精選し、優先順位を意識して効率化
③　「会議の簡素化」を一層推進
④　タイムマネジメントの意識向上

⑵　教職員自身の「生きる力」を増進
①　元気、活力、健康、明るさ、爽やかさ
②　認め合い、支え合い、助け合い、明るい

職場
③　服務規律研修等を通しての「人間力」の

向上
⑶　教職員の人権意識の高揚

①　学校現場では、生徒にとって教師が最大
の教育環境

②　教職員自身の言語環境の改善

９．情報の積極的な収集・発信と学校評価の取組
　の充実

⑴　「HP、学校だより、学年通信、学級通信、
保健だより」等による積極的な情報発信を 
継続する。

⑵　地域との連携による情報収集を図る。
⑶　自己評価・外部評価を実施し、学校だより 
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やHPにて公表する。また、評価をもとに学校 
経営・運営の改善を図る。

「無言・ピカピカ清掃」に日々取り組む様子

平成28年度 全校生徒・職員 1032人

＊職員朝礼で、校長（佐藤）が伝えた言葉から
　【生徒指導や協働に関すること】

・事後の生徒指導は、事件・事故対応ではない。
ピンチをチャンスに変える勝負の時だ。

・日々行っている「当たり前を磨く指導」こそ、
先手生徒指導である。

・朝、７時30分には全職員が登校し、しかも誰も
職員室にいない。これこそ学年経営・学級経営
である。心から感謝！

・「労基法」を守るのは大切である。しかし、生
徒に８時登校を課すならば、職員は７時半には
校門や昇降口、教室で子どもを迎えるのは当然
だ。時機を逸してはならない。

・「決定すること」は責任を負うこと、「報告」す
ることは責任を送り共に背負うこと。

・前向きな言葉は前向きな心をつくり、マイナス
の言葉はマイナスの心をつくる。言葉が心をつ
くる。

・「一期一会」を継続しよう。

Ⅳ．校内研修の意義と組織的資質向上に向
　けた取組
　校内研修が教職員の資質・能力の向上および 
教育活動の充実に資する重要な要素であることは 
論を俟たない。近年においては、教員一人一人の 
専門性向上のみならず、学校全体としての組織的
力量の向上という視点からも、校内研修の体系的
かつ実効的な実施が求められている。
　このような状況を踏まえ、本校においては、同
僚性を重視し、教員同士が相互に学び合い、高め
合う研修文化の醸成を図ることとした。そのた
め、年間を通じて見通しをもった計画的な研修の
設計・実施に努め、教職員が一体となって専門性
を深める機会を確保することとした。　
　特に、学校が直面する具体的課題の解決に
資する実践的かつ継続的な OJT（On-the-Job 
Training）としての研修・研究の充実を図るこ
とが、学校改善に向けた中核的取組として位置 
付けられた。
　教員に求められる「不易」の資質・能力とは教
育者としての根本的使命感を基盤とし、担当教科
に関する専門的知識・技能の保持に加え、生徒一
人一人の成長および発達に対する深い理解と情愛
を備えた人間性、さらに、広範かつ豊かな教養、
社会的規範意識を含む社会性を含むものである。
これらを土台として、教育の目的である児童生徒
の人格形成を具現化するための実践的指導力が 
不可欠であると考えられる。
　加えて、近年の教育現場において新たに求めら
れている力量としては、対人交渉力を含むコミュ
ニケーション能力、情報の収集・分析に関する 
能力、さらにはICT機器の活用能力などが挙げられ 
る。これらは、教育課題の複雑化および高度情報
化社会に対応する上で、教員に求められる重要な
能力とされている。
　しかしながら、これらすべての資質・能力を全
教員が一律に、かつ高度に備えることを前提とす
るのは現実的ではない。むしろ、学校という組織
全体において、多様な資質や専門性を有する教員
が協働し、それぞれの特性を補完し合いながら、
教育活動の充実を図ることが可能な教育風土の形
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成こそが、より実効性のある方策であると考えら
れる。
　さらに、教員一人一人の資質・能力は固定的な
ものではなく、実践的経験の蓄積を通じて可塑的 
に成長・変容し得るものである。したがって、教員 
にはそれぞれの職能的特性、専門分野、能力・適
性、興味・関心に応じた多様な成長機会が与えら
れ、生涯にわたる専門性の向上が継続的に図られ
るべきである。

Ⅴ．まとめとして（教育実践の継続と発展　
　に向けて）
　大規模校における教育実践の推進に際しては 
人的資源の多さに依拠しすぎて、学校としての 
ミッションを過度に拡張すべきではないと考える。 
人的資源が比較的豊富であるという事実は多様な
教育活動を展開する上で一定の可能性を示唆する
ものではあるが、それがそのまま複数の目標を 
同時並行的に追求する根拠とはなり得ない。
　むしろ、学校経営においては、重点的に達成す
べき目標を精選した上で、重点目標、重点的取組
内容、取組指標、ならびに達成指標を明確に設定
することが肝要である。その上で、これらの目標
に向けた組織体制の再構築と、全教職員への意識
の共有・浸透を図ることが、教育活動の継続的 
発展に資するものであると考える。　
　筆者が校長として着任後２年間において、継続
的に実施してきた取組が２点ある。第１に、毎朝
７時20分から正門前交差点において、横断旗を 
持ち登校する生徒の交通安全指導に立つことで 
ある。第２に、「久遠の理想」と題する職員向け
通信を、間断なく発行し続けてきたことである。 
教育の究極的目的が生徒の人格の完成にある 
以上、その理想を語ることをやめた時点で、教育
の本質から逸脱すると考えたからである。
　すべての児童生徒の資質を最大限に伸長させる
ためには、教職員による指導・支援の方向性を 
統一し、教育活動における一貫性と継続性を確保
することが不可欠である。例えば、ノーチャイム
による「教員の１分前入室の完了」を徹底する 
ことは、生徒への時間意識の定着を図ると同時に、 

教師が規範的行動を示す役割として機能していた。
　また、生徒の登校時には、管理職および副担任
が交差点や校門前に立ち交通指導を行い、学級担
任は各教室での受け入れ体制を整え、学年主任・
副主任は生徒昇降口において積極的にあいさつを
交わす体制を確立していた。加えて、清掃活動に
おいては、すべての教職員が膝をつき、生徒と
ともに床を磨く姿勢を取るなど、「率先垂範」の
精神に基づいた先手の生徒指導を全校的に徹底 
した。　
　このような日常的な教育実践の積み重ねこそ
が、生徒一人一人の「生きる力」を涵養し、学習
面・生活面の双方において顕著な成果をもたらし
た。これらは体育大会や文化発表会といった特
別活動の場面に限らず、日常生活において見ら
れる生徒の主体的かつ生き生きとした姿からも 
明確に確認することができたと考える。
　教職員が同一の方向性（ベクトル）を持って 
教育活動に取り組むためには、校長の示す教育 
ビジョンの明確性および、それを継続的かつ一貫
して教職員に伝達し続ける姿勢が大きな影響を 
及ぼすと考えられる。組織の構成員が目指すべき
方向を共有し、自らの実践の意義を再確認するた
めには、リーダーによる理念の具現化が不可欠な
のである。
　このような校長のリーダーシップは、教職員 
一人一人の資質・能力の向上を促進するだけで
なく、学校全体としての組織的力量の強化にも 
直結する。そして最終的には、教育の根本的目的で 
ある「生きる力の育成」に資する実効的な教育活
動へとつながっていくものと確信している。

Ⅵ．引用文献
大分市立滝尾中学校 2015-2016 教育課程編成の
基本方針

・教育課程編成の法的根拠【教育基本法】、【学
校教育法】

・教育課程編成の基本的な立場
・教育課程の編成（教育目標の設定）、（指導内

容の組織）
・教育課程実施上の配慮事項
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大分市立滝尾中学校 2015-2016  教育の全体構想
大分市立滝尾中学校 2016  学校教育目標具現の 
方途

・学校教育目標 → めざす生徒像 → 重点目標
→ 具体目標

・具現化の方途 → 評価項目（評価方法）
大分市立滝尾中学校 2015-2016  学校経営グラン
ドデザイン

・PDCAサイクル
・学校スローガン
・全体テーマと合言葉
・経営方針
・生徒・保護者・教職員の思い
・学校重点目標（目標 → 達成指標 → 重点的

な取組 → 重点的な取組指標 → 分掌）
・教職員努力事項（PDCA）

大分市立滝尾中学校2016  ３学期学校経営の重点
方針

・不登校生徒に対する取組の充実と徹底
・危機管理の「さ（最悪を想定）・し（慎重 

に）・す（素早く）・せ（誠実に）・そ（組織的 
に）

・リスクマネジメント、クライシスマネジメン
ト

・凡事徹底による豊かな心の育成
　信頼関係の構築、開発的生徒指導、奉仕精

神の育成と道徳授業の充実、いじめゼロの推
進、豊かな感性の育成

・確かな学力の定着と向上（基礎・基本の定着
と課題の解決に向けて主体的・協働的に学力
の育成）

・健やかな心と身体の育成
　部活動と学校行事の活性化、学校体育の充実

と自分の健康を守る生徒の育成
・更なる組織力の向上（協働体制の確立による

職場の活性化を図るとともに教職員としての
誇りを醸成）
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Ⅰ．はじめに
　近年、急速に進展する情報化社会において、子
どもたちが主体的に課題を見つけ、多様な情報を
活用して思考・判断し、協働しながら解決してい
く力がますます求められている。こうした背景
のもと、2017年に改訂された学習指導要領では、

「社会に開かれた教育課程」という理念が提示さ
れた。これは、学校教育を学校の中に閉じるので
はなく、地域や社会と連携・協働しながら、現実
社会とのつながりの中で教育課程を構築・実施し
ていくことを意味している。
　この理念の実現に向けては、学校と地域をつな
ぐ接点が重要であり、その一つとして学校図書館
の活用が注目される。学校図書館は、児童生徒の
学習を支える情報の拠点であるとともに地域の知 
的資源と学校教育を結びつける可能性を持つ。 
とりわけ、探究的な学びや総合的な学習の時間に
おいては、図書館の活用が学びの深まりを促す 
役割を果たすことが期待される。
　しかしながら、実際の学校現場では、学校図書
館の活用が十分に行われていない場合や、地域と
の連携が形骸化している例も少なくない。本稿で
は、「社会に開かれた教育課程」という理念のも
と、学校図書館がどのように活用され得るのかを
考察する。具体的には、学校図書館の役割や可能
性を整理し、実践事例を通してその有効性を検討
するとともに、今後の課題と展望についても論じ
ることを目的とする。

Ⅱ．本研究の背景
　社会の変化に伴い、知識基盤社会の到来と社会

の質的変化が広く指摘されている。例えば、OECD 
が 2003年に提唱したキー・コンピテンシーを 
皮切りに、知識基盤社会において求められるコン
ピテンスやスキルが定義され、教育現場にもその 
影響が及んでいる。この動きは日本国内でも、 
資質・能力に関する議論を通じて展開されてき 
た（国立教育政策研究所  2016）。学習指導要領の 
改定と歩調を合わせる形で、「生きる力」と資質・ 
能力の関連性や、必要な資質・能力に関する再検 
討が学術的な視点から行われるようになった。 
特に、到達目標を明確にし、その実現に向けた授
業の役割や、教育課程上の位置づけを明示するこ
とが求められるようになった。

Ⅲ．社会に開かれた教育課程
　2017年告示の現行学習指導要（以下「学習指
導要領」）で提唱された「社会に開かれた教育課
程」について考察する。この理念は、総則におい
て以下のように示されている。

　これからの時代に求められる教育を実現するた
めには、よりよい学校教育を通じてよりよい社会
を創るという理念を学校と社会が共有し、各学校
が必要な学習内容をどのように学び、どのような
資質・能力を身につけるかを教育課程で明確化
し、社会との連携や協働によりその実現を図る。

（文部科学省）

　この理念の特徴は、「何ができるようになるか」
という視点から、学校と社会がより良い社会を創
る目標を共有する点である。その実現に向けて、 
学校が単なる教育の提供機関としてではなく、社

社会に開かれた教育課程における学校図書館活用の一考察
佐　藤　雅　彦

A study on the use of school libraries in educational curricula open to society

SATO Masahiko
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会の一員として、地域や保護者、大学、行政、企
業などの多様な主体と連携・協働しながら、教育
の質を高め、子どもたちの育成にあたることを求
めるものである。
　背景には、急速に変化する社会において求めら
れる資質・能力の変化がある。複雑化・高度化す
る社会課題に対応できる力や、主体的に学び続け
る態度、他者と協働する力を育むためには、学校
教育が現実社会と密接につながり、実社会に開か
れた学びの場となる必要がある。
　文部科学省はこの理念のもと、教育課程の編成
や学習活動において、次のような視点を重視すべ
きであると指摘している。
１．多様な人々との連携・協働

　地域住民、保護者、外部専門家などとの対話
や協働を通じてより豊かで多角的な学びを実現
する。

２．実社会や実生活との関連性
　子どもたちが学ぶ内容が現実の社会や生活に
どのように関わっているのかを理解し、学びの
意味づけが行えるようにする。

３．開かれた学校づくり
　地域に対して開かれた姿勢を持ち、学校が地
域づくりの一翼を担う存在となる。
　このように、「社会に開かれた教育課程」と
は、教育の枠組みを学校内に閉じるのではなく
地域社会を含めた広い舞台の中で教育を構想す
ることを意味する。その実現には、教員のみな
らず、学校に関わるすべての人々の意識改革と
実践の転換が求められている。

　特に、「総合的な学習の時間」や「総合的な探
究の時間」の充実が叫ばれる中で、地域の課題に
向き合い、社会とつながる学びをどう創出するか
が重要なテーマとなっている。次に、その中核的
な役割を担い得る学校図書館の機能と可能性につ
いて検討する。

Ⅳ．学校図書館の役割と可能性
　学校図書館は、子どもたちの主体的な学びを支
える「学びの基盤」として位置づけられており、
学習指導要領や学校図書館法でも、その教育的意

義が強調されている。従来、学校図書館は読書活
動の推進や調べ学習の場として活用されてきた
が、近年ではその役割がさらに広がり、情報活用
能力の育成や探究的な学習の支援、地域社会との
連携拠点としての機能など、多様な可能性が注目
されている。

１．教育課程と連動した図書館の活用
　学校図書館は、教科や総合的な学習の時間、
特別活動など、教育課程全体と連携することで
児童生徒の学びをより深めることができる。特
に、「社会に開かれた教育課程」の実現におい
ては、図書館が提供する多様な資料や情報源、
司書教諭の専門的支援が不可欠である。
　例えば、総合的な学習の時間において、地域
課題をテーマにした探究学習を行う場合、図書
館は児童生徒が主体的に課題を設定し、資料を
集め、情報を整理・分析し、発表へとつなげる
一連の過程を支援する拠点となる。また、調べ 
学習においては、紙媒体・電子媒体を問わず、
信頼性の高い資料にアクセスする力を養う上で
も、図書館の果たす役割は大きい。

２．司書・司書教諭の専門性と連携の重要性
　学校図書館が効果的に活用されるためには、
専門性を持つ司書や司書教諭の存在が欠かせな
い。彼らは、資料の収集・分類・管理のみなら
ず、児童生徒への情報活用指導や教員との協働
による授業支援など、教育活動全体に貢献する
能力を有している。
　特に、教員と司書が連携し、授業設計の段階
から図書館を学習の場に組み込むことで、より
効果的な学びの実現が期待できる。これは「カ
リキュラム・マネジメント」にも通じる考え方
であり、図書館を教育課程の構成要素として 
戦略的に活用することが求められる。
　次図には、 学校図書館を「学習情報セン
ター」と位置付け、司書教諭をメディア専門職
として学校全体の情報教育の中核に据える構想
が示されている。（鳥取県立図書館パンフレッ
トから引用）
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　上図で特徴的なのは、司書教諭はもちろんの
こと学校司書もＴ２として授業に入れるという
ことである。さらに、チーム学校の教職員組織
編制において、司書教諭をメディア専門職とし 
て情報教育の中核に位置付け、情報教育との 
連携を通して学内の情報環境の整備への貢献が
求められる点も注目すべきところである。この
意義をさらに詳しく述べれば、人的資源ネット
ワークの構築によって学びの質が向上するこ
と、そして授業づくりが充実する点が挙げられ
る。このようなネットワークにより、市内の学校
図書館と公共図書館を一体的に運用し、学校が
必要としている図書を効率的に取り寄せる仕組
みが実現されている。
　以上のような取り組みから、学校図書館が
学習情報センターとして中核的な役割を果た 
せば、情報教育との統合に加え、さまざまな
ネットワークを活用して、社会に配慮した教育
課程を容易に実現できる可能性があると考え 
られる。

3．地域社会とつながる中核としての可能性
　「社会に開かれた教育課程」の観点から見て
も、学校図書館は学校と地域社会をつなぐ中核
の役割を果たす可能性がある。地域の郷土資料
や歴史資料、地元企業に関する情報などを収集
整理・提供することによって、児童生徒が自分
たちの住む地域について深く知る機会を得られ
る。また、地域住民による読み聞かせ活動や、
外部講師による講座、公共図書館との連携など
を通じて、図書館を軸とした「地域とともにあ

る学校づくり」が展開できる。こうした取り組
みは、児童生徒にとって社会との接点を持ち、
学びの意味を実感する貴重な機会となる。

Ⅴ．実践事例
　学校図書館を活用した「社会に開かれた教育 
課程」の実現に向けた取り組みは、全国の学校で 
多様に展開されている。その中から特に教育的効
果が高く、図書館と地域・社会との接点が明確な
３つの実践事例を紹介し、学校図書館の持つ可能
性を具体的に示す。

１．地域の歴史を探究する学習と図書館の活用
　　（福島県富岡町立富岡第二小学校）

　富岡第二小学校では、総合的な学習の時間に
おいて「わたしたちのまちの歴史をたどろう」
という単元を設定し、地域の成り立ちや伝統 
文化に焦点を当てた探究学習を行っている。
　この活動では、学校図書館の郷土資料を活用
して事前に調査を行い、さらに図書館司書の 
支援を受けながら、地元の歴史資料館や年配の
住民へのインタビューの準備を行った。
　図書館には、地域に関する新聞記事のスク
ラップファイルや、郷土研究書、地図資料など
がそろっており、児童たちはそれらを用いて 
自分たちでテーマを設定した。司書は、資料の
探し方や引用の仕方、情報の真偽の判断につい
てミニレッスンを行うなど、情報リテラシー教
育の一環としても機能している。
　このように、図書館を拠点とした地域学習
は、児童のふるさと理解を深めるとともに、 
地域住民との交流を通じた社会的学びを可能に
した。

2．地元企業と連携したキャリア教育の事前学習
　　（浜松市立浜松中部学園）

　中学校のキャリア教育の一環として、地元企
業への職場体験を行う前に、学校図書館を使っ
た事前学習が行われている。
　図書館では、職業に関する図書や企業紹介 
パンフレット、インタビュー集などが用意され、 

と しますは司書教諭 学校司書 授業支援

◆授業に使う本や資料を準備しま
す。

◆教材研究の資料も準備します。
◆教室に本を出前します。
◆生徒の読書活動を活発化するた
め工夫します。

◆ T 2 で授業に入ることもできま
す。

◆レファレンス（資料相談）に応
じます。

◆週５時間の活動時間を使って学
校図書館利用をT 1や T 2 で入
ります。

◆授業の学校図書館利用の授業計
画や相談に関わります。

◆学校図書館教育に関する情報提
供をします。

◆学校図書館教育を推進します

読書活動だけでなく
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各自が訪問予定の企業について事前に調べ、 
質問項目を考える活動を行った。
　司書教諭と学級担任が連携し、情報のまとめ
方やプレゼンテーション資料の作成指導も図書
館で実施している。さらに、地元商工会議所か
ら提供された資料やデータを活用し、地域の産
業構造についても学ぶことができている。
　この取り組みは、生徒にとって「働くこと」
や「地域とのかかわり」について現実感をもっ
て考える契機となり、職場体験の学びの質の 
向上にもつながった。　　

３．公共図書館との連携による調べ学習支援
　　（宮城県立松山高等学校）

　高等学校では、総合的な探究の時間において
生徒が各自の興味・関心に基づいた課題を設定
し、長期間にわたる探究活動を行っている。
　これに対し、学校図書館だけでなく、地域の
公共図書館と連携し、資料の貸し出しや司書に
よる調査支援を受ける体制が構築されている。
　生徒は学校図書館で基礎的な調べ学習を行っ
たのち、公共図書館に移動して、より専門的な
資料にアクセスすることが可能となった。両館
の司書が連携し、情報検索のサポートや参考文
献リストの提供も行われ、生徒の情報活用能力
が高まっている。
　また、公共図書館では地域研究者による講演
会も実施され、学校内では得られない知識や視
点に触れることができている。このような取り
組みは、学校教育と社会教育をつなぐモデルと
しても注目されている。

＜実践事例のまとめとして＞　　
　上述の事例は、学校図書館が教科横断的・地域
連携型の学習において重要な役割を果たすことを
示している。単に資料を提供する場としてではな
く、子どもたちの探究的な姿勢や社会との関わり
を深める「学びの起点」として、図書館の活用は
大きな教育的意義を持つ。

Ⅵ．課題と展望
　学校図書館は「社会に開かれた教育課程」の実
現において、大きな可能性を持つ学習資源であ
る。しかし、現実の教育現場においては、学校図
書館の機能が十分に発揮されているとは言い難
く、制度的・運用的な課題が複数存在している。
今後の展望について考察する。

１．課題
１）人的資源の不足
　多くの学校では、司書や司書教諭の配置が不
十分であり、専門性を活かした図書館運営や教
育的支援が行き届いていないのが実情である。
特に小・中学校では、図書館業務が教員の兼務
であったり、非常勤職員に委ねられているケー
スが多く、継続的な活用指導が困難である。
２）教員との連携不足
　図書館が授業と有機的に結びついていない 
場合、図書館の活用が限定的・断片的になり、
学びの深化につながらない。教員側が図書館の
可能性を十分に理解しておらず、計画的に活用
しようとする意識やスキルが不足しているケー
スも多い。
３）施設・予算面の制約
　図書館の資料整備やICT機器の導入、環境整
備に必要な予算が不十分である学校も少なくな
い。特に地方の小規模校では、蔵書の質・量と
もに偏りがあり、情報アクセスの格差が生じて
いる。
４）地域との連携体制の未整備
　学校図書館を地域とつなぐ中核として機能さ
せるためには、外部機関（公共図書館、地域団
体、大学など）との継続的な関係構築が必要で
ある。しかし、こうした連携を推進する体制や
コーディネーター的役割を担う人材が不足して
いる。

２．展望
１）学校図書館を学びの拠点として再定義する
　学校図書館を単なる「本を借りる場所」とし
てではなく、探究学習・情報活用能力育成・地
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域連携の拠点として位置づけるべきである。そ
のためには、教育課程と図書館活動を有機的に
結びつける「カリキュラム・マネジメント」の
視点が必要不可欠である。
２）教員と司書の協働体制の強化
　図書館活用を教育活動の一部として根付かせ
るには、教員と司書が授業の計画段階から協働
し、目標や活動内容を共有することが重要であ
る。校内研修や共同研究、実践の振り返りなど
を通じて、図書館と教室をつなぐ文化を育むこ
とが求められる。
３）ICTとの融合による情報環境の充実
　デジタル資料やオンラインデータベース、電
子図書サービスなどの活用を進めることで、図
書館の機能はさらに拡張する。これにより、地
域や時間に縛られない学びの環境が整い、「社
会に開かれた」学びの継続性と広がりが実現で
きる。
４）地域とともにある図書館づくり
　学校図書館を中核とした「地域との協働」
は、地域社会の教育資源化を進める鍵となる。
公共図書館との資料共有や、地域の専門家によ
る学習支援、ボランティア活動の受け入れなど
を通じて、地域とともにある学校図書館づくり
を目指すことが望まれる。

＜課題と展望のまとめとして＞
　学校図書館は、教育課程の内と外をつなぎ子ど
もたちの学びを社会と結びつける装置として、極
めて重要な役割を担っている。課題は多いが、関
係者の連携と制度的な支援を通じて、その可能性
は十分に発揮されるはずである。

Ⅶ．おわりに

　「社会に開かれた教育課程」は、従来の閉鎖的
な学校文化を転換し、学びを実社会と結び付ける
新たな教育の枠組みである。その実現には、学校
内の資源や人的ネットワークを超えた多層的な 
連携と、児童生徒の主体的対話的で深い学びを支
える環境が不可欠である。

　学校図書館はその中核的なプラットフォームと
なりうる存在であり、教科・学年・地域を横断し
た学習を支える「知の拠点」としての可能性を秘
めている。図書館を単なる読書の場から、探究・
情報活用・協働学習の拠点へと発展させていくこ
とは、教育課程改革の大きな一歩となるだろう。
　今後、学校図書館が教育課程の編成・実施の 
中心に据えられるよう、制度・人材・ICT・地域
連携の各側面での支援が求められる。そのために
は、教育関係者一人一人が学校図書館の可能性 
に着目し、その活用を推進する意識を持ち行動を
始めることが鍵となる。　
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Ⅰ．緒言
　わが国では、以前から野生鳥獣による農産物
被害があり、令和５年度の被害額は164億円にの
ぼった１）。近年では、被害防止を目的とした捕獲
が積極的に行われており、捕獲した鳥獣は食用や 
ペットフード等のジビエとして利活用されている１）。 
食用のジビエとしては、家庭、飲食店、学校給
食、観光資源などで活用されているが、特に学校
給食では、需要拡大と食育の観点から普及推進が
望まれている２）。また、大学生が行うジビエの活
動も多々行われており３）−５）、食育、教育の一環
としても効果が期待できる。本学食物栄養学科で
も、ジビエの利活用に向けた取り組みを実施して
きた６）７）。本稿では、それに引き続き、令和５年
度、令和７年度に本学学生とともにジビエ普及に
向けたレシピ提案や試食、販売等に取り組んだの
で報告する。

Ⅱ．令和５年度ジビエ普及活動
　本活動は、令和５年度卒業研究の一環として学
生３名とともに実施した。学生のジビエの印象
は、「高校時代にジビエ料理を調理し、試食する
機会があったため、さらに研究したい」「イベン
トで鹿肉を食べたが、硬かった。ジビエと美容の
関係に興味がある」「猪肉をよく食べていた。食
べるとき、匂いが気になるときがあり、匂いや硬
さなど、どう調理すれば食べやすくなるか研究
したい」等、これまでのジビエ料理の食経験か
ら、様々な想いを持って活動をはじめた。日本各
地で猪や鹿による農作物被害があり、その利活用
が望まれている中、どのような活動が必要か話し

合いを行った。その結果、初めての方でも食べや
すいジビエ料理を考案すること、そしてイベント
等での試食販売を通してジビエ普及活動を行うこ
ととした。また、獣肉処理施設への見学やインタ
ビュー、猪肉・鹿肉の特徴についての調査も同時
に行った。

１．獣肉処理販売業者への見学、インタビュー
　まずはジビエに関する知識や現状、課題を知る
ため、獣肉処理販売業者へ伺い、店長にインタ
ビューを行った。また、工房の処理・解体室や解
体前の鹿肉、猪肉の見学を行った。
　インタビューでは、ジビエ普及のために求めら
れていることや、かかえる課題、捕獲方法、ジビ
エの部位や捕獲時期による違い、おすすめのジビ
エ料理など、様々な視点から話を伺うことができ
た。学生は、ジビエについて理解を深めることが
でき、ジビエ料理考案に向けた意欲の高まりが感
じられた。さらに、解体前の鹿肉、猪肉の見学を
通して命をいただいているという実感を得ること
ができたと考えられた。

２．猪肉・鹿肉の特徴についての調査
　ジビエを調理するにあたり、猪肉と鹿肉の栄養
価や特徴について調査した。栄養価については、
鹿肉と牛肉の比較、猪肉と豚肉の比較を行った。
比較することで、ジビエの栄養価の高さを知ると
ともに、家畜と比較し、野生で育つジビエの栄養
価が高いのはなぜかということも含めて調査をし
た。学生は、栄養価を調べるだけではなく、その
背景にある餌の違いや運動量など幅広い観点から

短大生によるジビエ普及に向けた取り組み
田　鹿　光紀子

Junior college students' efforts to promote gibier

TAJIKA Mikiko
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ジビエの栄養価についても、知見を深めることが
できたと考えられた。

３．ジビエ料理の試作、検討
　獣肉処理販売業者へのインタビューより、鹿ミン 
チ肉が売れ残ることが多いと知ったため、ミンチ 
肉（細挽き・粗挽き）を使ったレシピを中心に 
学生がアイデアを出し、試作検討を重ねた。ま
た、猪皮は、つくね等に混ぜるとコリコリとして
食感が良いと伺ったため、ミンチ肉に混ぜ込んだ
レシピや、猪皮そのものを使用したレシピの検討
も行った。試作検討したレシピは、猪肉タコライ
ス・鹿肉ハンバーグ・鹿肉つくね・ピーマンの鹿
肉詰め・鹿肉ロールキャベツ・鹿肉メンチカツ・
鹿ミートパスタ・鹿肉餃子・鹿肉キーマカレー・
鹿肉春巻き・鹿肉と猪皮入り汁なし担々麺・猪皮
の酢の物・鹿肉コロッケの計13品である（写真
１）。

写真１　試作検討したジビエ料理（一部）

 

　試作検討をして気づいたことは、鹿肉は脂が少
ないため、思った以上に火が通りにくかった。そ
のため、平たく成型したり、煮込み料理にしたり
すると良いと考えられた。また、スパイスや香辛
料、香味野菜を使用するとジビエ特有の匂いが感
じにくくなることや、熱いうちは匂いを感じにく
いことがわかった。カレーは、様々な種類のスパ
イスを使ったため、臭みもなくおいしく調理する
ことができた。麺料理では、食感が欲しい場合は
粗挽きミンチを、必要ない場合は細挽きミンチを
使うと良く、人によって好みが違うときにも使い

分けができると考えられた。春巻きは、ジビエ以
外の材料を少し大きめに切ることと味付けを濃く
することで、食べ応えを感じるようにすると良い
ことがわかった。
　猪皮そのものを使った料理では、皮を焼いた
り、湯がいたりするだけでは硬く、そのままでは
食べることができなかった。しかし、圧力鍋を
使って調理することでコリコリとした食感とな
り、猪皮そのものを使った料理として使用できる
ようになった。また猪皮は、濃い味の料理に合う
と感じた。
　学生は、ジビエの調理経験はほとんどなかった
が、試作を繰り返しながらジビエの調理特性や猪
皮の調理法を習得することができた。同時に、試
作品を友人や教員に食べていただき、味付けや材
料の検討と改良を行い、多くの方に親しまれるジ
ビエ料理の考案に向けて主体的、積極的に取り組
むことができたと考えられた。

４．イベントでのジビエ普及活動
　試作検討した計13品のうち、味、香り、硬さな
どの評価が高く、多くの方に受け入れていただけ
る料理と考えられた、鹿肉春巻きと猪肉タコライ
スをイベントにて提供することとした。
１）大分県農林水産祭「おおいたみのりフェス

タ」
　　令和５年10月21日、22日に別府公園で行わ

れた農林水産祭で、鹿肉春巻きの販売を行った
（写真２）。販売名は学生が考え、「ジビエ春巻 
き（鹿ミンチ肉使用）」とした。価格および１日 
あたりの販売数は、２本入り300円を70パック、
１本入り200円を40パックとした。

　　調理は、本学食物栄養学科１・２年生が約
10名で行った。そのため、担当の学生３名は、 
販売当日の調理がスムーズに進むよう、作業工
程表を綿密に作成するとともに、春巻きの巻き
方を写真で示した手順書を作成し、誰でも同じ
ように包むことができるよう工夫した。また、
調理時は、担当学生１名が他の学生の指導に 
あたった。農林水産祭終了後の学生との反省会
では、春巻きの巻き方に個人差があり、商品の
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大きさに差がでた点や、千切りやみじん切りの
大きさが試作時と異なり、若干大きかったこと
から、食べたときの食感や味に差が出た点が 
挙げられた。学生は、他の学生が調理する際の
指示の出し方やタイミング、一度見本をみせる
必要があった等、多くの気づきを得ることがで
きた。

　　価格については学生３名が検討をし、ジビ
エ料理を食べたことがない方にも手にとっても
らえるよう、誰でも購入しやすい価格設定にし
た。また、お得感があると購入意欲がそそら
れるのではないかという考えから、２本購入す
ると得になるよう価格を考えた。販売した春巻
きの原価率は容器込みで１本入り54.5％、２本
入り64.2％であった。農林水産祭終了後、学生
は、実際に販売するときのことを考え、一般的
な原価率30％に設定して販売価格を検討した。
その結果、販売価格は、春巻き１本入り363円、
２本入り642円であった。農林水産祭は、１本
入り200円、２本入り300円で販売したため、学
生は、実際に一般販売する際の価格設定の難し
さにも気づくことができたと考えられた。

　　また、鹿肉の特徴や栄養価を記したチラシを
作成し、来場者に配布した（図１）。チラシに
は、豚肉と鹿肉の栄養価を比較するグラフを載
せ、鹿肉を食べるメリットをわかりやすく示し
た。売れ行きは好調で、販売前や販売終了後に
買いに来る方も多く、学生はジビエ人気の高さ
も実感することができた。

２）Mizobe食のフェスタ
　　令和５年11月23日に別府溝部学園短期大学食

物栄養学科主催のイベントであるMizobe食の
フェスタで猪肉タコライスの提供を行った（写
真３）。料理名は、学生が考え、「ジビライス

（猪ミンチ肉使用）」とした。本イベントでは、
昼食は無料提供とし50食を調理した。農林水産
祭と同様、当日の調理がスムーズに進むよう作
業工程表や作業動線、運搬担当者等、綿密に計
画を立てた。その結果、当日は滞りなく調理を
行うことができた。

写真２　令和５年度 大分県農林水産祭

図１　鹿肉の特徴を記したチラシ

写真３ 令和５年度 Mizobe食のフェスタ

５．嗜好調査およびアンケート調査
　嗜好調査およびアンケート調査については、学
生が実施内容や調査方法、選択肢、調査後のまと
め方などを考えて検討を重ね、作成した。調査
は、本学食物栄養学科に調査目的と調査方法・内
容を伝え、調査承諾を得た上で実施した。調査対



44

短大生によるジビエ普及に向けた取り組み

象者には、アンケート調査前に調査目的を伝え、
回答が任意であること、拒否しても不利益が生じ
ないことを説明した。
１）シールアンケート
　　農林水産祭及びMizobe食のフェスタで来場

された方を対象にジビエのイメージについて、
シールアンケートを行った。選択肢は、「おい
しい・匂いが独特・入手しづらい・衛生面が不
安・調理法が分からない・高級・食べてみた
い・その他」の全８項目とした。

　　回答結果は表１の通りとなった。 回答数
は 225であった。「匂いが独特」 という回答
が 22％と最も多く、次いで「入手しにくい」
18％、「おいしい」17％、「調理法が分からな
い」14％であった。

表１ シールアンケート結果

項目 回答数 割合（%）

匂いが独特 49 22%

入手しにくい 40 18%

おいしい 39 17%

調理法が分からない 32 14%

食べてみたい 26 12%

高級 19 8%

衛生管理が不安 12 5%

その他 8 4%
n=225

 

２）嗜好調査
　　農林水産祭で、「ジビエ春巻き」を購入され

た方を対象にQRコードを使用した嗜好調査を
行った。調査方法はグーグルフォームを使った
無記名のアンケート調査で、20代から 60代の
14名の回答があり、結果は表２の通りであっ
た。また、何の種類のジビエを食べたかの質問
に対しては、「猪」という回答が最も多く、次
いで「鹿」、「キジ」であった。その他「熊」や

「トド」といった回答もあった。どうすれば、
ジビエを食べようと思うかの自由記述の質問に
対しては、「臭みがなかったら食べる」「調理済
みのもので手頃な値段なら食べたい」「他の肉
より安く、調理がしやすいようになっていれば 

購入もしてみたい」「普段食べるような総菜 
に使用していたら食べる」など 12件の回答が
あった。

表２ 農林水産祭 嗜好調査アンケート結果

おいしい 85.7%
味 ふつう 14.3%

おいしくない 0%
良い 78.6%

匂い ふつう 21.4%
悪い 0%
安い 36.0%

価格 ふつう 64.0%
高い 0%

ジビエ
喫食経験

あり 71.0%
なし 29.0%

n=14

　以上の調査から、ジビエは「匂い」や「入手の
しにくさ」「調理方法が分からない」などマイナ
スイメージがあることが分かった。その一方で、

「おいしい」や「食べてみたい」といった良い 
イメージの方も多くいるということが分かった。
また、農林水産祭で販売したジビエ春巻きの味や
匂いについては、多くの方から受け入れられてい
たが、価格については、原価率から考えると課題
が残り、さらなる検討が必要であると考えられ
た。また、ジビエを食べようと思う理由では、臭
みがなく調理済で手軽な値段であること、普段食
べる総菜等に使用していることなど、調理済でお
いしく手軽に手に入るジビエ料理の開発が望まれ
ていると考えられた。

Ⅲ．令和７年度ジビエ普及活動
　本活動は、令和７年度卒業研究の一環として
学生１名とともに実施した。令和５年度の卒業
研究の結果から、令和７年度は、「調理済でおい
しく手頃な値段で食べられるジビエ料理」をテー
マに、猪肉を使用した和風ピラフを考案し、ピラ
フをおにぎりと冷凍食品に加工し、試作、検討を
行った。試作したジビエ料理は、イベント来場者
を対象に試食アンケート調査を実施した。アン
ケート調査では、本学食物栄養学科に調査目的と
調査方法・内容を伝え、調査承諾を得た上で実施
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した。調査対象者には、アンケート調査前に調査
目的を伝え、回答が任意であること、拒否しても
不利益が生じないことを説明した。

１．猪肉の下味および調理方法の検討
　猪肉を調理するにあたり、多くの方に好まれる
味や硬さ、香りを調査するため、調査協力の得ら
れた教員・学生９名を対象に、順位法による嗜好
型官能評価を実施した。下味の材料は、①ノーマ
ル②パイナップル③にんにく・生姜④塩麹⑤玉ね
ぎ（すりおろし）⑥舞茸（刻み）の６種類とし猪
肩肉に約８時間漬け込んだ後、調理直前に肉重量
の１％の食塩を添加した。調理法はオーブン加熱
と湯煎加熱の２種類の比較とし、肉の中心まで十
分に加熱した。評価項目は、色、香り、味、柔ら
かさ、ジューシー感とした。評価後、順位合計を
算出し、クレーマーの検定表を用いて検定した結
果を表３、４に示した。オーブン加熱の色におい
て、①ノーマルが有意に良い、②パイナップルが
有意に悪い結果となった。その他の項目において
は、有意な差は認められなかった。

２．和風味の猪肉ピラフの試作、検討
　多くの方に好まれる料理のアイデアをいくつか
出す中で、学生は鶏ごぼうピラフを猪肉にアレン
ジした料理として「和風味の猪肉ピラフ」が良い
のではないかと考えた。様々なレシピや市販冷凍
ピラフを調査し、味付けと調理法を比較検討する
こととした。味付けは、バターの有無、調理法
は、具材を炊き込むか、混ぜ込むかの比較を行っ
た。調査協力の得られた教員・学生15名を対象
に順位法による嗜好型官能評価を実施した。評価
後、順位合計を算出し、クレーマーの検定表を用
いて検定した結果を表５に示した。有意差は認め
られなかったものの、混ぜ込み（バター有）の評
価が高い傾向にあった。また、聞き取り調査で
は、炊き込むと猪肉の匂いが気になるという意見
が複数あったため、総合的に判断し、混ぜ込み

（バター有）のレシピを採用することとした。
 

表３ 官能評価結果（オーブン加熱）

オーブン加熱 色 香り 味 柔らかさ ジューシー感

①ノーマル 13＊＊ 38 24 29 22

②パイナップル 45＊ 28 28 32 29

③にんにく・生姜 30 25 42 29 41

④塩麹 37 27 27 34 27

⑤玉ねぎ 22 33 28 23 38

⑥舞茸 39 38 40 42 32
n=9,*p<0.05,**p<0.01

表４ 官能評価結果（湯煎加熱）

湯煎加熱 色 香り 味 柔らかさ ジューシー感

①ノーマル 39 31 29 28 33

②パイナップル 27 38 39 32 25

③にんにく・生姜 22 30 33 36 28

④塩麹 29 31 26 22 22

⑤玉ねぎ 29 28 25 35 28

⑥舞茸 43 31 37 36 32
n=9

表５ 猪肉和風ピラフ 官能評価結果

猪肉和風ピラフ 順位合計

炊き込み（バター無） 40

炊き込み（バター有） 45

混ぜ込み（バター無） 35

混ぜ込み（バター有） 30

n=15

３．和風味の猪肉ピラフの加工食品への展開
　調理済みでおいしく手頃な値段で食べられるジ
ビエ料理をめざして、完成した猪肉和風ピラフを
おにぎりと冷凍食品に加工し、試作・検討した。
１）おにぎり
　　おにぎりは、 手軽に購入できるコンビニ 

エンスストアで販売すると仮定して、試作検討を
行った。おにぎりにしたあと、のりや青じそを 
巻いた方が見た目も良く、食欲をそそるのでは
ないかという考えのもと、学生と筆者が試食し
たところ、のりや青じそを巻くと、その風味
が強く出て猪肉の味が薄まると感じた。そのた
め、おにぎりには何も巻かずに、そのまま販売
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する方が良いと考えた。おにぎりの商品名は学
生が考え、「ぼたんお結び（猪肉ごぼう入り）」
とした。ぼたんお結びの原価は116円であり、
原価率30％として希望販売価格を算出すると
387円であった。コンビニエンスストアで販売さ
れているおにぎりの価格帯をインターネットで
調査したところ、約145〜308円であった８）。そ
のため、ぼたんお結びを販売する場合は、かな
り高価格のおにぎりとなり手頃な値段で購入す
ることは難しいと考えられた。もし販売する場
合は、大分県産食材をアピールする等さらなる
付加価値を付ける必要がある。

２）冷凍食品
　　和風味の猪肉ピラフを調理後、急速冷凍を

し、冷凍食品として加工した。冷凍前のピラフ
と冷凍後、電子レンジで加熱したピラフを調査
協力の得られた教員・学生16名に試食を提供
し、聞き取り調査を実施した。結果は、冷凍前
のピラフでは、味が濃く感じる、ご飯がパラパ
ラしていて好き、こちらの肉の方が好きという
意見があった。冷凍後、電子レンジで加熱した
ピラフでは、ご飯にモチモチ感がある、肉が少
し硬い、一体感がある、冷凍食品にした方が好
きという意見があった。また、どちらも変わら
ずおいしい、クミンを入れてポロご飯にしても
合いそうという意見もあった。冷凍前のピラフ
と冷凍後加熱したピラフでは食感に違いがあ
り、好みが分かれることが示唆された。

４．イベントでのジビエ普及活動およびアンケート
　　調査
　令和７年10月19日、別府公園で行われた農林
水産祭で一般来場者を対象に「ぼたんお結び（猪
肉ごぼう入り）」の試食アンケート調査を行った

（写真４）。試食用のおにぎりは、１個30ｇとし、
食物栄養学科学生６名で約150食を調理した。ア
ンケート調査は、シールアンケートおよびグーグ
ルフォームを使った無記名のアンケート調査とし
た。調査項目は、「試食した感想、もう一度食べ
たいか、コンビニで販売されていたらいくらで購
入するか、冷凍食品で販売していたら購入する

か」の４項目とした。また、ジビエの特徴や栄養
成分、ぼたんお結びの特徴を記したチラシを作成
し、試食アンケート調査協力者に配布した（図
２）。調理作業やアンケート調査を担当する学生
には、担当学生から、当日の流れやアンケート内
容、調査方法など事前に詳しく説明をし、農林水
産祭の当日にスムーズに進めることができるよう
準備をした。
　「ぼたんお結び（猪肉ごぼう入り）」の試食アン
ケート調査について、調査協力の得られた116名
に実施した結果を表６に示した。試食した感想
は、94％がおいしい、91％がまた食べてみたいと
いう回答であった。コンビニで販売されていたら
いくらで購入するかという質問については、250
円未満が87％であり、350円以上は０％であった。
冷凍食品として販売されていたら購入するかとい
う質問については、76％が買う、20％が買わない
と回答した。グーグルフォームを使った無記名の
アンケート調査では、30代から50代の８名の回
答があった。ぼたんお結びを試食した感想を自由
記述で伺ったところ、「優しい味でおいしかった」

「獣臭がせずよかった」「具だくさんのため猪肉が
わかりにくい」「ぼたんをもう少し強調してほし
い」「もう少し濃い味でも良いのでは」など６件
の回答があった。
　以上のことから、「ぼたんお結び（猪肉ごぼう
入り）」の味は、受け入れられていたと考えられ
た。また、冷凍食品にするという提案についても
概ね良好な反応であったため、冷凍食品としての
ジビエ料理をさらに検討することも普及活動には
必要であると推察された。価格については、原価
から計算した「ぼたんお結び（猪肉ごぼう入り）」
の希望販売価格は387円であり、前述の通りコン
ビニエンスストアでの高価格帯のおにぎり以上の
値段であった。アンケート調査結果では、350円
以上で購入する人の割合は０％であり、やはり価
格に課題が残った。価格を下げるための方策とし
ては、ジビエの量を変更することや他の材料を安
価なものに変更する等が考えられる。今後、さら
に検討していきたい。
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写真４　令和７年度 大分県農林水産祭

図２　ぼたんお結びの特徴を記したチラシ

表６　農林水産祭アンケート調査結果

項　目 人数（名）割合（%）

試食した感想
おいしい 109 94%
ふつう 7 6%
にがて 0 0%

もう一度
食べたいか

食べてみたい 106 91%
どちらでもない 10 9%
食べたくない 0 0%

コンビニで販売
されていたら、

いくらで購入するか

250円未満 101 87%
250円〜349円 15 13%
350円以上 0 0%

冷凍食品で販売
されていたら、
購入するか

買う 88 76%
買わない 23 20%
回答なし 5 4%

　　n=116

Ⅳ．まとめ
　本稿では、令和５年度、令和７年度に本学学生
とともに実施したジビエ普及に向けた取り組みに
ついて報告をした。
　令和５年度は、初めての方でも食べやすいジビ
エ料理の考案をめざし、①猪肉処理販売業者への
見学、インタビュー、②猪肉・鹿肉の特徴につい
ての調査、③ジビエ料理の試作、検討、④イベン
トでのジビエ普及活動、⑤ジビエ料理の嗜好調査
およびアンケート調査を行った。令和７年度は、
令和５年度の卒業研究結果から、調理済でおいし
く手頃な値段で食べられるジビエ料理をめざし、
①猪肉の下味および調理方法の検討、②和風味の
猪肉ピラフの試作、検討、③和風味の猪肉ピラフ
の加工食品への展開、④イベントでのジビエ普及
活動およびアンケート調査を行った。
　学生は、一人一人が積極的に考え、行動し、改
善や反省を繰り返しながら活動を進めていった。
また、イベント出店にあたり、研究の意図や考案
したジビエ料理の調理法を他の学生にわかりやす
く伝え、多くの方と協力して取り組む経験ができ
た。アンケート調査では、地域住民のジビエに対
する生の声を聞くことができたとともに、アン
ケートの説明や協力のお願いの方法、聴く力な
ど、コミュニケーション能力を高めることができ
たと推察された。
　学生は、本活動を通して学内外で多くの経験を
重ね、経済産業省が提唱する社会人基礎力９）の
３つの能力である、前に踏み出す力、チームで働
く力、考え抜く力の修得につながり、人間的に大
きく成長できたのではないかと考えられた。今後
も、学生とともにジビエ普及に向けた活動を継続
して行い、学生の成長につなげていきたい。

Ⅴ．謝辞
　本活動に参加していただいた皆様、アンケート
調査にご協力いただいた皆様に厚く御礼申し上げ
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Ⅰ．はじめに
　私は、大規模な学力調査において調査結果を 
得るのに膨大な時間を取られており、時間を短縮
したいと考えている。
　通常学力調査の採点結果を教員が得るためには、 
従来のように紙に印刷されたものを手動で採点 
するのが一般的である。紙媒体での採点業務では、 
100人程度で約４時間程度を要することがある。 
紙媒体の場合は更に電子ファイルに転記するなど、 
実務的な時間が課題であった。
　私は、前述の時間を短縮するため、グーグル
フォームにおける回答も比較・検討した。その結
果、携帯電話では操作次第で翻訳機能が使える 
ため、選択肢に文字またはそれに類するものが記載 
されていた場合、母語もしくは認知できる言語に 
翻訳されてしまう恐れがあることが分かった。 
そのため、より正確に採点するシステムが必要だと 
考えた。
　学力調査を効果的に活用するためには、教育委 
員会や学校が多面的な分析を行うだけでなく、 
その調査結果が早期に提供されることが重要で 
ある（文部科学省 2008）。
　昨今、学力調査や学校評価のアンケートなど
で、マークシート形式の調査が広く実施されてい
る。大規模な調査においては、実用英語技能検定
試験や TOEIC（R）などがあげられる。また大
規模な調査としては大学入学共通テストがある。
令和３年、大学入学共通テストにおける記述式の

問題の導入することを検討した。衆議院第200回
文部科学委員会第８号の議事録によれば、50万枚
に上る答案について、採点ミスを完全になくすこ
とは技術的に限界があること、また、様々な取り
組みを行なったとしても自己採点の不一致を大幅 
に改善することは困難であると回答している。 
しかし同委員会において30年間大学入試センター
におけるマークシート式の試験を実施して、採点
ミスは起こっていないと報告されている。
　私は正確性という面において普通紙とイメージ
スキャナーを利用したマークシート処理方式に着
目した。マークシートを使った採点の分野で、普
通紙とイメージスキャナーを利用したマークシー
ト処理方式（Deng et al. 2008,  河野ほか 2011）
では、マーク認識エラーが課題であった。この課
題はマーク位置を任意に設定可能なマークシー
ト読み取りソフトウェアの開発と簡易図形判定
への適用（髙橋・松田 2008）では、自動送り装
置（ADF）付きのイメージスキャナーを使用し
て普通紙を読み取る場合、シート挿入時の傾きや
フィード時の紙の滑りによって画像が変形するた
め、マークの座標を補正する必要があり、マー
カーを付けることでこれを回避できることが報告
された。
　本稿において実践報告を通して今後の検討課題
を精査することで、採点業務の効率化を目指す。
　また目的として、海外出張における現地入試
では、絶対的な滞在時間が限られている。また、

普通紙とイメージスキャナーを利用したマークシート処理方式
−採点業務の効率化を目指して−

清　水　　 毅

Mark sheet processing method using plain paper and an image scanner
−Aiming to save time−

SHIMIZU Takeshi
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その中で採点にかけられる時間も限られている。
従ってかけられる時間をできるだけ短くしたいと
考えた。従来、紙で採点していたが、マークシー
トによる時間短縮を目指した。マークシートは自
由度が高く、任意の調査票における回答の回収が
可能であることから、実際の運用に至った。本論
文では、マークシート処理システムを利用した運
用を実施し、どの程度時間が短縮できたかを報告
することを目的とする。

Ⅱ．マークシート処理システムの方法
　マークシートは普通紙で作成した。また、テス
ト実施後はイメージスキャナーを利用し、画像を
生成し、読み取った。その際、２重回答は閾値を
設定することで回避した。回答が不明瞭なものに
ついては回答の根拠となる数字を書くことで回答
者の意思を明確なものとすることで回避すること
とした。回答結果はエクセルで処理をした。

　Ⅱ．１．データ構造
　普通紙とイメージスキャナーを利用したマー
クシート処理方式では、以下の手順で運用し
た。Microsoft PowerPointでマークシートを
作成した。その際、マークシートをイメージ 
スキャナーで読み取りを行った際に傾きを検知
できるマークファイルを配置した。スキャン後
ソフト側で認識する際、傾きを検知する際に 
使用した。

　Ⅱ．２．データ分析システム
　マーク認識を実行すると、その結果はエクセ
ルファイルとして生成される。その際、設定
ファイルを必要とした。結果を集計するには 
さらに各データを集計し、計算式を用いて判別
した。

　Ⅱ．３．データ登録機能
　データを認識する際のゆがみやマーク欄の記
入が原因となりマーク認識が正常に実行できな
かった場合は、面積閾値及び色閾値を設定する
ことで設問の回答数と各設問に対応した数値を

取得することを目指した。また、マークシート
に書かれた数字を判読することで、手動で修正
する作業を行った。このことで、２重回答など
を含む認識結果の修正が行われ精度が向上する
結果となった。

　Ⅱ．４．データ分析機能
　登録されたデータを分析するにあたり、解析
するデータが増えれば計算時間は増大する。今
回は Intel（R） Core（TM） i5-7300U CPU @ 
2.60GHz 2.71 GHzで処理をした。

　Ⅱ．５．学力調査の実施とデータ登録
　令和７年（2025年）11月に実施した調査にお
いて本システムを使用した。調査は 11月18日
から20日までの２日間実施した。回収したマー
クシートはスキャンをし、マークシート処理シ
ステムから出力したファイルをエクセルに登録
した。マーク認識の際にエラーが発生したデー
タについては、出力されたファイルを手動で修
正した。ファイルについては20日までに100％
データ登録が完了した。

Ⅲ．結果・考察
　2023年度に実施した 86名ではおよそ４時間、
2024年度では138名に上り、６時間程度時間を要
した。マークシートを用いて 2025年11月に実施
した解答を読み込む作業においては、57名の受験
者で、わずか180秒であった。
　しかしながら、問題点もいくつかある。作成に
関して、マークシートをスキャンした際、正確に
縦と横を検知するためのマークを適切な位置に配
置をすることである。正しく配置できないと、読
み取り結果に多大な影響を及ぼした。また、前述
の自動送り装置（ADF）付きで発生した事例で
は、読み込みがうまくいかなかった例が見られ
た。（図１）

図１　ADFがうまくいかなかった例
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　図２では、正確に縦と横を検知するために配置
したマークに手が加えてあり、読み取り結果に影
響が出た。

図２　マークに手が加えられた例

 

　また、消しゴムで消した際にきちんと消えてい
ないと、２重回答の結果となり、チェックをしな
ければならない。（図３）これは閾値を上げるこ
とによって回避ができる。この閾値の設定につい
ては最新の注意を払った。

図３　２重回答であったマークシート
 

　また、数字がかいていない回答も含まれていた。 
（図４）事前に数字を書くようにとアナウンスを
したが、実際に回答を得ると、数字がなく、回答
が不明瞭の場合などどのように対応していくかが
今後の課題となる。
 

図４　数字が書いていないマークシート

　マークしているものと数字が同一かどうか判読
が難しい事例が見られた。（図５）
 

図５　数字の判読が難しい事例

　更に、普通紙とイメージスキャナーを利用した
マークシート処理方式においては、読み取ること
が主目的であるため、採点をするためにはエクセ
ルなどの別のシステムで処理をする必要がある。
　一概にすべての負担がなくなるわけではない
が、負担軽減の観点からみれば、十分有効であ

る。結果として学力調査の採点とその電子データ
化の面で業務の効率化を達成することができた。

Ⅳ．まとめ（結論）
　結果・考察でも言及しているが、作成する回数
を増やし、ノウハウを蓄積する必要がある。
　また、閾値の研究については、今後より一層行
う必要がある。また、別ファイルの準備について
はまだ研究の余地はある。また、読み取りについ
てはpython言語を用いた方法もある。今後、研
究していくことで、更に時間も労力も少ない環境
になることを目指したい。
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Ⅰ．はじめに
　「教育」とは、ヒトとして生を受けた存在で
ある子どもに対し、その自然なあり方を尊重しな
がら養育し、文化的・社会的要素を通じて訓育や
指導を行う、広い意味をもつ概念である。「教育
原理」は、その教育の基礎理論や思想・歴史を取
り扱う科目である。
　現在、社会が目まぐるしく変化し、「教育は
どうあるべきか」という問いに対して、様々な
課題があげられ、多くの理論が述べられている。
現代の問題に対して、歴史上の教育思想家からの
学びは、教育の原点に立ち返り、多面的多角的に
考察する礎になると考える。ここに、整理し報告
する。

Ⅱ．子どもの育ちの現状と背景
１．子どもの育ちの現状

　近年の幼児の育ちについて、基本的生活習慣
や態度が身についていない、他者とのかかわり
が苦手、自尊心や耐性、規範意識が十分に育っ
ていない、運動能力が低下しているなどの課題
が指摘されている。また、小学校１年生など
のクラスにおいて、学習に集中できない、教員
の話が聞けずに授業が成立しないなど、学級が 
うまく機能しない状況が見られる。加えて、近年 
の子どもたちは、多くの情報に囲まれた環境に
いるため、世の中についての知識は増えている
ものの、その知識は断片的で受身的なものが 

多く、学びに対する意欲や関心が低いとの指摘 
がある。３）

２．子どもの育ちの変化の社会的背景
　少子化、核家族化、都市化、情報化、国際
化など我が国経済社会の急激な変化を受けて、
人々の価値観や生活様式が多様化している。 
一方で社会の傾向としては、人間関係の希薄 
化、地域社会のコミュニティー意識の衰退、過度 
に経済性や効率性を重視する傾向、大人優先の
社会風潮などの状況が見られる。
　このような社会状況が、地域社会などにおけ
る子どもの育ちを巡る環境や家庭における親の
子育て環境を変化させている。
　第一に、地域社会などにおいて子どもが育つ
環境が変化している。子どもが成長し自立する
上で、多様な体験を経験することが不可欠であ
る。しかしながら少子化、核家族化が進行し、
自然の中での集団遊びが減る一方、ゲームや 
インターネット等の個による室内遊びが増えて
いる。また、大人社会の人間関係の希薄化等に 
より、地域社会の大人たちと子どもたちとの関係 
も希薄化している。
　第二に、家庭における子育てについても環境
が変化している。我が子を自らの手で育てたい
と思っているにもかかわらず、核家族化の進行
や地域における地縁的なつながりの希薄化など
を背景に、子どもにどのようにかかわっていけ

歴史上の教育思想家に学ぶ「教育原理」
−教育の理念、並びに教育に関する歴史および思想−

望　月　美　貴

Learning Educational Principles from Historical Educational Thinkers
−The Philosophy of Education, Along with Its History and Thought−

MOCHIZUKI Miki
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ばよいかわからず悩み、孤立感を募らせ、情緒
が不安定になっている親が増えている。また、
女性の社会進出により、仕事と子育ての両立の 
ための支援が必要となり、生き方についての 
不安を覚える親が少なくない。
　第三に、現在の幼稚園等施設における教員等
には、社会環境の変化等に伴う新たな課題に 
対応するための能力が必要とされている。多様な 
子どもの育ちを巡る環境や親の子育て環境など
の変化に対応する力が求められる。具体的に
は、幼児の家庭や地域社会における生活や発
達・学びの連続性を保ちつつ教育を展開する
力、特別な教育的配慮を要する幼児に対応する
力、小学校等との連携を推進する力などの総合
的な力量である。さらに、子育てに関する保護
者の多様で複雑な悩みを受けとめ、適切なアド 
バイスができるなど、深い専門性も求めら 
れる。３）

Ⅲ．歴史上の教育思想家
１．ソクラテス（B.C.469-B.C.399）

　古代ギリシアの哲学者。アテナイ（アテネ）で
対話ないし問答を通じて、哲学を実践した。不敬
神と若者を脱落させた罪によって死刑判決を受け
る。自身では何も著作を残さなかったため、プラ
トンやクセノポンたちによる著作によってその姿
と思想を知るしかない。５）

　古代ギリシアで、修辞学や雄弁術を教授する
ソフィストと呼ばれる職業教師たちがいた同
時代、アテナイに住み、ソフィストを批判し、
人々を教育した思想家・教育者がソクラテスで
ある。ソクラテスは、知らないことは知らない
と認める「無知の知」により、真の知識を求め
るようになると考え、誰かれの差別なく、自ら
の無知を自覚させるような問答を行った。この
ソクラテスの対話法は、自らの力で出産する妊
婦を助ける産婆のはたらきにたとえられること
から、「産婆術」と呼ばれている。４）

　ソクラテスは、 自分は知識を金銭で売る 
職業教師ソフィストとは異なり、「教師」ではな 

いと言った。「私の言うことを聞きたいと望む」
誰に対しても「自分を質問するものとして差し
出す」。これは教育ではないので、自分と対話
した者がどうなろうが責任を取ることはできな
いとプラトンの「ソクラテスの弁明」の中で述
べられている。また、不死である人の魂は、何
度も繰り返される生まれ変わりのうちですべて
のことを学んでしまっていて、今知らないこと
があるとしてもそれは単に忘れてしまっている
だけで、それを探求した結果として思い出すこ
とは可能とする想起説を唱えた。ソクラテス
は、学習者に伝達するような知を持っていない
自分にできることは、学習者が自身で探求し
て知を獲得することの手伝いであると考えて 
いた。５）

　教師とはという論はここではさておき、学習
者自身が自分が無知であることを知り、自身で
探求して知を獲得するという姿勢は、教育の 
原点であると考えられる。

２．プラトン（B.C.427-B.C.347）

　古代ギリシアの哲学者。ソクラテスの弟子で
アリストテレスの師。学園アカデメイアの創設者
にして初代学頭であり、同時期に修辞学校を運営
していたイソクラテスとはライバル関係にあった。 
主著として『バイドン』や『ポリテイア（国家）』
がある。５）

　プラトンは、主人公にソクラテスを設定し、
その作品を対話篇という文体で執筆した。プラ
トンの描くソクラテスは問答法を用い、広場 

（アゴラ）や体育場（ギムナシオン）などで青年 
たちと対話する姿を描いている。
　『ポリテイア（国家）』では、ソクラテスと対
話相手が言葉を用いてつくった理想的な国家の
教育の在り方が語られる。プラトンが目指した
立派な守護者は「知を愛し、気概があり、敏速
で、強い人間であるべきだ」としている。同書
は全10巻からなり、第２巻から第３巻の守護
者の初等教育論の箇所で、体育より音楽・文芸
による教育を先に始めるべきことが語られてい
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る。第６巻では、哲人統治者が学ぶべきものは
善のイデアであることが確認される。第７巻に
おいては、人間の本性を洞窟に譬える「洞窟の
比喩」が語られ、教育は、「まさに（学び知る
ところの）器官を転向させることがどうすれば
いちばんやさしく、一番効果的に達成されるか
を考える、向け変えの技術にほかならない」と
述べられる。１） 教育とは、教師から生徒へ知識
を移し替えるような営みではない。影の世界か
ら実在の世界への魂の「向け変えの技術」であ
る。そしてその教育は、「実在および実在のう
ち最も光り輝くもの」である「〈善〉」まで続か
なければならない。この〈善〉はいわゆる善の
イデアのことであり、洞窟の比喩の太陽が相当
するものだと考えられている。５）

　また、紀元前387年にアカデメイアに学園を
設置し、その後に、この地名が学園名となっ
た。基礎学問を学んだのちに、弁証法を身につ
け、哲学を学んだのちに、適性のあるものを対
象に国家の政治を司るリーダーの教育を行い、
長期的な教育が計画されていた。２）

　アカデメイアは学校の原型ともいえ、『ポリ
テイア（国家）』においては、教育カリキュラ
ムについての考察が示されている。少年期から 
50歳に至るまでの連続したものであったが、 
現在の生涯学習につながるものであったのでは
ないかと考える。また、プラトンの示した弁証
法は、のちのマルクスの弁証法とは異なる部分
もあるが、対話において学習を進めるという、 
現在の探求型学習に関係するものであると 
考える。

３．アリストテレス（B.C.384-B.C.322）

　古代ギリシアの哲学者。プラトンの弟子で、 
アレクサンドロス大王の家庭教師も務めた。様々
な学門領域を開拓し、「万学の祖」とも呼ばれる。
主著に『形而上学』や『ニコマコス倫理学』、『政
治学』がある。５）

　アリストテレスは、プラトン同様に教育につ
いて言及した。『ニコマコス倫理学』では、国

家において教育がなされなければ損失をこうむ
り、教育の配慮も公共的であるべきで、個人的
ではないと述べられている。同書において、音
楽教育の役割は遊びではないが善美に閑暇（古
代ギリシアのスコレー。学校を意味するスクー
ルの語源。）を過ごすためであるとされ、閑暇
を過ごすことそれ自体は、快と幸福と至福な生
を含むと考えた。そして、音楽が魂の性格・品
性にある一定の性質を与えると指摘している。
体育については、思春期に達するまでは、軽い
体育訓練が行われるべきであって、食餌制限や
つらい訓練は、成長の妨げにならないよう控え
る必要性を主張している。アリストテレスの教
育目標は、人間にとって最も善いものであると
考える幸福（エウダイモネイン）で、「よく生
きる（エウ・ゼーン）」ということ、あるいは

「よくなす（エウ・プラッテイン）」と述べてい
る。
　アリストテレスは、アカデメイアに学んだ
が、決してプラトンの哲学を鵜呑みにするこ
とはなかった。『政治学』でプラトンの『国家』 
にある「妻子の共有」 や「財産の共有」 を 
批判した。また、『ニコマコス倫理学』では

「善のイデア」を批判した。アリストテレスは、
親しい人たちや尊敬する人物であっても、自分
自身と意見を異にする人物に対しては愛と敬意
をもって批判した。１）

　また、『ニコマコス倫理学』の中で、道徳的
発達についての議論がなされている。アリスト
テレスは、徳を、「思考に関わる徳」と「性格
に関わる徳」の２つに分け、思考に関わる徳
が「教示」によって発達する一方、性格（エー 
トス）に関わる徳は「習慣（エトス）」から 
生じるとした。思考に関わる徳は、それが人に
生じ発達するのはその大部分が教示によるもの
であり、それに経験と時間を要する。もう一方
の性格に関わる徳は、習慣の積み重ねによって
生じるもので、善い行いを実際に繰り返すこと
によって行為者に習慣づけられる必要があると
される。５）

　アリストテレスによって、公教育の必要性が
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述べられ、また道徳的発達について「思考」と
「性格」という２つの方向から考えられたこと
は非常に興味深い。

４．コメニウス（1592-1670）

　チェコの教育学者、宗教家、哲学者、文学者。 
三十年戦争勃発後に信仰上の理由から迫害され、
最終的には国外退去令を受ける。その後、様々な
国で亡命生活を送りつつ、多くの著作を執筆し
た。祖国に帰ることができず、亡命先のオランダ
で客死。主著に『大教授学』や『世界図絵』など
がある。５）

　ここから近世へと進める。コメニウスの教育
の理想は「パンパイデイア」という言葉に集約
される。パンとはあまねくすべてという意味
で、パイデイアとは人間を未開な状態から抜け
出させる営みとしての教育のことである。この
パンには、あらゆる者に、あらゆることを、あ
らゆる側面からという三重の意味がある。つま 
り、パンパイデイアとは、全人類の普遍的な 
教育のことを指す。
　コメニウスは、社会階層・民族・地域・性
別・年齢、さらには障害の有無を超えて、「あ
らゆる者」が学ぶべきであると考えた。学齢期
を４段階に分けてそれぞれの段階の学校教育の
在り方について考察する一方、誕生前から死に
至る人生を８段階の学校と捉えた。彼は、生涯 
学習の考え方を最初に提唱したうちの一人で 
あるとされる。
　「あらゆること」というのは、ただ単に多く
のことを学ぶのではなく、物事を成り立たせて
いる原理や規則に基づいて学ぶということであ
る。神は人間に、世界・精神・聖書という三つ 
の書物（神の三書）を与えたとコメニウスは 
考えた。人間には、それぞれの書物を読むた 
めに、感覚・理性・啓示（意志）という能力が
生まれつき与えられているとした。１）

　そして、子どもの教育を目的として、世界で
はじめての絵入りの本『世界図絵』をつくっ
た。子どもの興味をそそる具体的で魅力的な

絵、各事物には単語がそえられ、自然に言葉が
覚えられる工夫がなされている。ゲーテは、子
ども時代の愛読書として『世界図絵』をあげ、
他に類書がなく「宝物のような絵本」であった
と回想しているという。単に子どもを楽しませ
るためにつくられた本ではなかった。いろいろ 
な事物がばらばらに提示されるのではなく、 
全体として表現されたうえで、個別の事物への
注目が行なわれていて、人間の脳のしくみにぴ
たりと合致し、決して古びることのない、最も
古くて新しい絵本である。２）

　コメニウスは時代に翻弄された思想家である
が、すべての人にあらゆる側面からという、最
も先進的な目を持っていた思想家の一人である
と考えられる。

５．ルソー（1712-1778）

　啓蒙時代フランスの思想家。社会制度や政治
問題の追求者、人間本性に関心を寄せるモラリ
スト、創造力豊かな作家などの幅広い顔を持つ。

『学問芸術論』がディジョン・アカデミーで金賞
を受賞したことで思想家にデビューする。主著と
して、『社会契約論』や『エミール』などがある。５）

　　

　ルソーは、「子どもの発見者」として広く 
知られている。また「近代教育の始祖」とも 
いわれている。
　『エミール』は上流階級に向けて書かれたと
いわれている。18世紀の富裕層は、自分の子ど
もを乳母に預けていたが、ルソーは母親たちに 
自分の子どもを母乳で育てることを推奨し、 
当時の慣習であったスウォッドリング（子ども
をぐるぐる巻きにして静かにさせる）につい 
ても、子どもの自然な成長を妨げる原因になる
ので、やめるように提言した。ルソーが生きて
いた時代は、子どもは大人の小型で未熟な存在
であるという考え方が一般的であった。
　教育に関して論じた『エミール』には、一人
の教師が架空の生まれたてのエミールという 
子どもを一人前に育てていく様子が描かれて 
いる。そこにおいて、「大人が子どもを理解して 
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いない、子どもは大人と違い、発達段階に沿っ
て成長していくこと」を繰り返し主張した。
　また、教育には三つの要素が必要だと主張し
た。一つ目は「自然の教育」、二つ目は「事物
の教育」、三つ目は「人間の教育」である。こ
の場合の「自然」とは大自然のことではなく、
人間の自然に備わった発達能力を指し、「事物」 
は、人間を取り囲む物質環境、「人間」は、他者 
による働きかけを指す。この三つの教育の目的
が一致して同じ目的に向かっていったところ
に、理想の教育の姿があるとした。１）

　ルソーの「子どもには特有のものの見方、 
考え方、感じ方がある」という見方、子どもの
自発的な活動こそが教育の唯一の根源であると
いう「消極教育」と呼ばれる考え方は、日本の 
その後の幼児教育に大きな影響を与えたと考 
える。

６．ペスタロッチ（1746-1827）

　近代社会成立期のスイスの教育思想家、教育実
践家。農場経営や貧民院経営を経て、53歳のとき
シュタンツ孤児院にて初めて教育者としての活動
を始める。その生き様と影響力から「人類の教育
者」とも呼ばれる。『リーンハルトとゲルトルー
ト』や『ゲルトルートはいかにしてその子を教え
るか』等の著作で有名。５）

　ペスタロッチは、コメニウスとルソーの影響
を受け、その思想は、ヘルバルトやフレーベル
に影響を与えたとされている。
　ペスタロッチの教授方法は「メトーデ」とし
て知られる。メトーデは、中央集権国家である
ヘルヴェチア共和国の成立と関係していたと考
えられている。新政府は、国民学校の教員養成
機関の設立と教育内容の刷新、教科書づくりを
課題としたが、ペスタロッチがそれを担って、
教授方法を開発した。教育内容の系列化の段階 
を、曖昧な直観、明確な直観、明確な概念、明瞭 
な概念の四段階に分けた。数、形、語に分類
し、単純な物から複雑なものへと構成し、それ
を直観教授の基本要素として「直観の ABC」

としていた。１）

　晩年、ペスタロッチの関心は幼児教育にむ
かっていく。幼児期における母との関係におい
て、愛、信頼、感謝、従順といった、その後の
教育にとって重要な素質が形成される。ペスタ
ロッチは母性愛を強調したが、それは教育に
よって形成されるものであるとし、母親教育の
重要性を説いている。４）

　ペスタロッチの自然な発達段階に合わせた直
観を重視する教育、幼児期における感覚教育、
母親教育の在り方は、現在の教育につながる 
ものである。ただ現代において、性別役割分業
の歴史については、今後考えていくべき課題の
一つであると捉える。

７．フレーベル（1782-1852）

　ドイツの思想家。イエナ大学中退後、ペスタ
ロッチ主義模範学校やペスタロッチ学園の教師を
務め、ペスタロッチの影響を強く受ける。その
後、一般ドイツ学園（通称カイルハウ学園）を開
校する。彼が普及に努めた幼稚園は、彼の死去の
１年前にプロイセンによって禁止令を出されてい
る（1860年解除）。主著に『人間の教育』などが
ある。５）

　1840年、 世界で初めて幼稚園をつくった 
人物、それがフレーベルである。彼は、遊びに 
没頭する子どもの中に神性（神的なもの）を見い 
だした。神のごとき創造性、それがフレーベル
の見いだした子どものもつ最大の力であった。２）

　幼児や貧民の子どもの教育施設をつくり、 
女性を「保母」として育成した。幼児期に母を
亡くしたため、生涯「母なるもの」に憧れが 
あり、それが彼の理想の保育者像に現れている
と考えられている。
　フレーベルは、生涯を通して「球体法則」に
こだわった。宇宙の万物は球から成っており、
どのようなものも速く回転させると、内側から
球が出てくる。その中心概念は「統一」または 

「合一」であり、内なるものと外なるものを 
統一するのは「生命」であると考えていた。
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　また、幼稚園においては庭を重視した。幼児
教育には栽培原理が重要だと考えたからであ
る。優れた園庭はその植物の本性に従って育て
る。これと同様に、保育者も一人ひとりに合っ
た育成の仕方で子どもの成長を助けるべきだと
フレーベルは考えていた。
　その幼児教育論において、徹底的に「遊び」
を重視し、遊びを通して親と子どもの間に「共
同感情」を育てることが大切であると考えてい
た。幼児の遊びは「価値ある学習活動」とし、
遊具を使用することで創造性が養われるとして
遊具を使用することの重要性を主張した。そこ
で遊びの道具として「恩物」が考案された。恩
物は第一恩物から第二十恩物まであり、すべて
球体法則で貫かれていた。１）

　フレーベルによって保育の重要性が認識さ
れ、個の成長を助けるということがどういうこ
となのかという具体が示されている。その背景
には、宗教的なものが見え隠れしてはいるが、
現在の幼児教育の基礎を築いたのはフレーベル
と言えるだろう。そして、コメニウスの見解に
もつながる、親の責任、保育者の責任、基礎の 
段階からの教育の重要性が問われていると 
考える。

８．デューイ（1852-1952）

　20世紀アメリカの哲学者、教育思想家。哲学者
としてはプラグマティズムの、教育思想家として
は進歩主義教育思想の中に位置づけられる。戦後
日本の教育改革にも大きな影響を与えた。主著
として、『学校と社会』や『民主主義と教育』が
ある。５）

　デューイは、シカゴ大学付属小学校（実験学
校）を創設し、デューイ・スクールと呼ばれる
この学校で、「進歩主義教育」を行った。ここ
での３年間の記録の講演の速記が、後に『学校
と社会』として出版された。
　デューイは、『児童とカリキュラム』におい
て、「教育は児童が中心であり、目的であり、
その成長発達が理想である」としている。ま

た、「どのように教育するか」より「どのよう
に成長するか」に着目していた。そして、ほ
かの動物と違い、人間の成長には二つの特徴が
あると考えた。「依存性」と「可塑性」である。

「依存性」は他者の支援を引き出す「社会性」
をもつと考えられ、「可塑性」は、自分で自分 
の固有性を発達させる能力である。これらの 
成長は、周囲の支援を必要とするため、これら
への支援を「教育」とみなしていた。
　デューイは、代表著書『学校と社会』におい
て、子どもは学校の中心であるとしているが、
子どもが絶対的善で中心という意味ではなく、
教育者との相互関係を重視し、カリキュラムと
子どもの相互作用もあると重視している。そ
して、思考は環境の変化に起因する問題を解決
することであるとして、問題解決学習を提唱し
た。問題解決学習とは、子どもが自発的に問題 
を見つけ、これを解決していく過程で科学的 
知識や探求の方法を習得していくものである。
また、『民主主義と教育』において、「社会は、
子どもの行動を指導することで、子どもの未来 
を決定する。それと同時に、社会自身の未来をも 
決定する。」といった。教育による社会改造 
を主張し、教育の自由を重視した。１）

　デューイは「なすことによって学ぶ」もしく
は「経験から学ぶ」ことを重視していた。しか
しそれは教師の役割をなくすことを意味する 
のではなく、有能な教師の教育があってこそ、
子どもたちは適切に経験から学ぶことができる
ようになることを示している。生徒には自由が 
必要だが、「多大な経験と広範な視野を持つ」
教師の適切な指導は、「生徒の自由を制限する
ものではなく、むしろ自由を助長するもの」と
考えた。「教育の専門的な定義」として、「教育
とは、経験の意味を増加させ、その後の経験の 
進路を方向づける能力を高めるように経験を 
改造ないし再組織することである」と述べて 
いる。５）

　経験して学ぶことの必要性、そしてそこに教
師の適切な指導が大切であること、教育の自由
の本質について考えさせられる。
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９．モンテッソーリ（1870-1952）

　イタリアの教育思想家。ローマ大学で医学を専
攻し、その大学で女性として初の学位を取得す
る。「子どもの家」での実践で有名。主著として

『子どもの発見』がある。５）

　モンテッソーリは、イタリア初の女医である。
最初に赴任した医院で知的障害者と関わった経験
から、ローマ大学に再入学して教育を学び、ロー
マのスラム街、サン・ロレンツォ地区に開設され
た「子どもの家」（1907年）の監督をまかされ、
教育者としての生涯を歩み始めた。彼女の教育思
想と実践の背後には、子どもをしっかりと観察す
る科学者としてのまなざしがある。モンテッソー
リは教育の根本原理は子どもの自由、すなわち子
どもが個別に自由に発達することであると考え、
教育や教師の役割は、子どもの自発的な発達を 
援助する従的な立場のものであると考えた。２）

　モンテッソーリが当時、障害児教育などで使わ
れていた感覚訓練の教具を利用して編み出したの
が、「モンテッソーリ・メソッド」という「感覚
教育」である。モンテッソーリは、３歳から６歳
までを「敏感期」と呼び、敏感力、特殊な感受性
が現れる時期とし、この時期に感覚訓練を行う 
ことが重要であると主張した。１）

　また、子どもにとっての家族の重要性を指摘し
て、「家族と学校の教育目標の一致」を原則とし
た。困難なものであったが、住宅の中に学校を 
設置することによってその原則を可能にした。 
それが子どもの家であった。５） そして、「環境」を 
整備すれば、子どもは自ら物事を理解、吸収して
いくと考えるようになった。この「環境」とは、
教室、椅子や机、教師などである。１）

　現在においても、家庭教育の大切さは言われて
いるが、家庭と学校の教育目標の一致において
は、難しさを感じる。しかし、保護者が、保育士
や幼稚園教諭と同じ方向を向いて我が子の保育・
教育を行うことは大切であると改めて考えさせら
れる。

10. 倉橋惣三（1882-1955）

　大正期から昭和中期にかけて活躍した日本の幼
児教育理論家。東京女子高等師範学校（お茶の水
女子大学の前身）で勤務しつつ同附属幼稚園主事
を兼任、戦後は教育刷新委員会のメンバーや日本
保育学会の設立および初代会長として、日本の保
育業界に大きな影響を及ぼした。主著に『幼稚園
真諦』や『育ての心』がある。５）

　最後に、日本の思想家を取りあげる。フレー
ベルの二つ名は「幼児教育の父」だが、「日本
の幼児教育の父」と呼ばれる人がいる。それが
倉橋惣三である。日本の保育に多大な影響を 
与えた。
　『育ての心』は「保育論の延長戦上に家庭の
子育て」を論じている。自ら育つものを育たせ
ようとする心、それが育ての心であると説いて 
いる。「自ら育つもの」とは子どものことで 
あり、「育たせようとする」のは親と教育者 

（保育者）である。倉橋によれば、親と保育者は 
そのような子どもを「育てずしてはいられなく 
なる心」を持ち、子どもを育てることで親と保育 
者は自分自身も育つことができる、育ての心は 
このようなフィードバック機能を持つもので 
あるとした。「子どもと倶に嬉々としてあそび
暮らしつつ、人間教育の厳かさに生きるもの、
それが幼児期養育者である。」と説いている。
　そして、保育はタイミングが命であることも
述べている。学齢期の子どもたちと比較して、
幼児期の子どもたちには集中力が育っていな
い。きちんと向き合うためには、子どもがその
気になっている時を逃してはならず、保育者の 
ペースを押しつけてしまうと、子どもたちは 
それにしつこさやうるささを感じてしまうと 
述べている。５）

　子どもと遊ぶことは簡単そうで難しい。まし
てや、保育者は数十人の子どもと遊ばなければ
ならず、高度な専門性が必要とされる。ここで
倉橋が述べるように、「人間教育」を行ってい
るという実感を持って遊ぶこと、一緒に遊ぶこ
とが教育である。５） はたして、現在の親が教育
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しているという意識・実感をどれほどもって、
子どもと遊び、過ごしているだろうか。また保
育者がタイミングについて、どれほどの技術を
磨いているだろうか。
　児童は、 保護される権利と必要性だけで 
なく、教育される権利と必要性も持っている。
着るものや食べるものがなければそれらが支給
されなければならないし、被虐待児は保護され
ねばならない。教育を伴う保護が児童には必要
とされる。５）  現代日本では、身体的虐待、性的 
虐待、ネグレクト、心理的虐待と区別され、防止 
に向けての法律が定められているが、育てるこ
とが楽しいことではなく、きついこと、苦しい
ことと、大変だと感じてしまう背景があるので
はないかと考える。

Ⅳ．さいごに
　10名の教育思想家を取りあげて述べてきた。
実際にはここに載せきれない多数の思想家たち 
の思想があり、いずれも生きた国や時代の背景が
影響している。子どもをどうとらえるか、保育・
教育についてどのように考えるのか、現代の日本
の教育にどうつながっているのか、理論的な示唆
を受けることは多い。そして実際は、この学びは
実践につながらなければならない。改めて、次の
ことを挙げる。
　子どもは自ら育つもの。でもそこには、自ら 
の経験が必要であり、親や保育者、教師の適切な
支援が必要である。
　教育には環境が大切である。その環境をつくる
のは、国であり、学校であり、家庭である。
　価値観や生活様式が多様化する現代、教育目標
や方針が国、学校、家庭で必ずしも一致しない。
しかしながら、人としてどうあるべきか、どのよ
うな大人になるよう支援していけるのか、「他と
関わりながらよりよく生きる」という観点で大人
が目標を見失うことなく、子どもの自発性を大切
にして保育・教育していくことが求められる。

Ⅴ．引用文献
１）伊藤潔志編著「哲学する教育原理」　教育情

報出版
２）公益財団法人児童育成協会監修 矢野誠慈郎・ 

北野幸子編　新・基本保育シリーズ②「教育原
理」　中央法規出版

３）文部科学省　中央教育審議会 初等中等教育
分科会 資料２第４節 子どもの育ちの現状と背
景

４）『最新　保育士養成講座』総括編纂委員会編 
改訂１版 最新 保育士養成講座「教育原理」　全
国社会福祉協議会

５）酒井健太郎著「教育の思想と原理」　晃洋書房
６）佐藤環・菱田隆昭編著　教職ライブラリ「教

育原理」　建帛社
７）新　保育士養成講座編纂委員会編 改訂３版 

新保育士養成講座 第２巻「教育原理」　全国社
会福祉協議会
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Ⅰ．はじめに　−保育内容とは−
　「保育」という用語が意味するもの。「保育」
という用語は、国際的には、Early Childhood  
Care and Education あるいは、Early Childhood 
Education and Care と呼ばれる。Care（養護）
とEducation（教育）が、一体化した概念である。
そのため、保育所の保育のあり方を示した「保育
所保育指針」でも、「保育」という概念は、「養護
及び教育」を一体的に行う機能としてとらえられ
ている。幼稚園や保育所における保育の目標を達
成するために展開される生活のすべてであり、望
ましい人間形成の礎となるものである。その内容
には、幼稚園で示している５領域（教育）に加
え、保育所保育では「養護」が位置づけられてい
る。幼児期における教育の部分に当たる内容が
５領域と呼ばれ、心身の健康に関する領域「健
康」、人との関わりに関する領域「人間関係」、身
近な環境との関わりに関する領域「環境」、言葉
の獲得に関する領域「言葉」、感性と表現に関す
る領域「表現」がある。これらは、幼児の発達の
視点からとらえたものであり、幼児の経験してい
る内容について５つの窓口から見る視点である。
一方、養護の部分に当たる内容は、２つの視点か
らとらえている。その一つが、「生命の保持」で
あり、もう一つが「情緒の安定」である。そし
て、この「教育」と「養護」は、その援助や指導
が別々に行われるのではなく、一体的にとらえら
れることが特徴である。子どもが安全で、安心な

気持ちで生活できることがとても重要である。一
人ひとりと丁寧な関わりを通して、保育者との信
頼関係を形成（人間関係）したり、多様な言葉を
聞く経験（言葉）につながる等、「教育」の側面
も含んでいる。このような安心感が形成されるか
らこそ、遊びにも積極的に取り組むことにもつな
がってくるのである。このようなことから、「教
育」と「養護」は切り離せるものではなく、一体
的なものとしてとらえていくことが大切である。
　一方、幼稚園での行為は、「教育」（学校教育）
と位置づけられ、その内容は、「幼稚園教育要領」
に記されており、「教育内容」としてとらえられ
ている。また、幼稚園と保育所が一体化した施設
として、幼保連携型認定こども園がある。当該施
設での保育内容については、「幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領」に記されており、「教育
及び保育の内容」の中で、幼稚園教育と保育所保
育の内容を扱うこととし一体的にとらえている。
では、幼稚園教育は、「保育」ではないのだろう
か。なぜなら学校教育法第22条には、「幼児を保
育し」と記されているからである。
　つまり、幼稚園教育においても、「保育」が含
まれ「保育内容の指導法」が存在するのである。
幼稚園教育と保育所保育は、「学校教育」と「児
童福祉」という制度的な背景やその目的の違いか
ら、「教育」と「保育」と表現されているにすぎ
ないのである。幼保連携型認定こども園、保育、
教育要領に代表されるように近年では、それらは

保育内容と保育指導法に関する一考察
遊びを通して五領域の総合性をもった学びを支える

和　田　恵　子

Considerations regarding childcare content and teaching methods
Supporting comprehensive learning in the five areas through play

WADA Keiko 
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両者の整合性を図りながら作成される流れにあ
る。そのため、本論では、幼稚園、保育所、幼保 
連携型認定こども園等の集団保育施設における 
保育の内容を「保育内容」として一体化にとらえ
ることとする。
　保育内容は、「ねらい」と「内容」から定義
されている。「ねらい」とは、育つことが期待
される生きる力の基礎となる、心情、意欲、態
度とは、何か? を検討したものである。「生きる
力」とは、いかに社会が変化しようとも、「自
ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資
質や能力」のことと整理されている。この整理
は、1998（平成10）年の学習指導要領改訂以降、
2017（平成29）年の改訂にも引き継がれている。
幼稚園教育要領や保育所保育指針にも、その理念
が示されている。その「生きる力」の基礎となる
のが、「心情、意欲、態度」について、最近では、
経済学者のヘックマンの研究等を通して幼児教育
では知的なものよりも、意欲や態度等の非認知能
力の重要性が訴えられている。OECDは、社会
的情動的スキルとして、「目標の達成」（忍耐力、
自己抑制、目標への情熱）、「他者との協働」（社
交性、敬意、思いやり）、「情動の制御」（自尊心、 
楽観性、自信）を挙げている。注目されている 
非認知能力（社会的情動的スキル）と「心情、 
意欲、態度」は、イコールではないが、共通性の
大きいものである。このように、乳幼児の保育に 
おいては、「できた」、「できない」等の知識や 
技能、あるいは、その到達度が優先されるのでは 
なく、その子自身が自らやろうとする心情や意欲、 
態度を育てることが、ねらいとして大切にされて
いるのである。そして、そのねらいを達成させる
事項が「内容」である。

Ⅱ．保育指導法としての遊び
１．五領域の総合的・相互関連性をもちながら 

展開していくことを検討することを目的に幼児
の遊びの事例を分析する。
五領域の概要を表１に示す

・健康：健康な心と体を育て、自ら健康で安全な
生活をつくり出す力を養う。

・人間関係：他の人々と親しみ、支えあって生活 
するために、自立心を育て、人と関わる力を 
養う。

・環境：周囲の様々な環境に好奇心や探求心を
もって関わり、それらを生活に取り入れていこ
うとする力を養う。

・言葉：経験したことや考えたことなどを、自分
なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こう
とする意欲や態度を育て、言葉に対する感覚や
言葉で表現する力を養う。

・表現：感じたことや考えたことを自分なりに 
現することを通して、豊かな感性や表現する力
を養い、創造性を豊かにする。

表１　五領域の概要

次に、年長児の遊びの事例を表２に示す

表２　事例：５歳児
ー泥だんご遊びから見えてくるものー

　夢中になって泥だんご作りを楽しむ子どもた
ちの姿がある。初めは、砂場の砂を使って、作
ろうとするが、なかなか上手く形にならない様
子。保育者が「どうして、形にならないのか
な？」と、子どもたちに投げかけてみる。ひとり
の園児が、「サラサラだからだよ」、「サラサラす
ぎる」「じゃあ、こっちの黒いのでつくる」と、
少し粘土質の砂で作ろうと提案する。少し粘土
質の砂は、ギュッと力を入れると、少しずつ丸
く形になっていく。「黒いのは土かなー」、「砂が
固まった！」と、口々に声をあげながら、会話
も弾んでいる。土混じりの砂は形になる、サラ
サラの砂との性質の違いや、力の加減で形にな
ることに気づく。「丸いだんごできた！！」「サ
ラサラ粉（サラサラ砂）をかけてみて !  強くな
る」、コロコロ丸めて、サラサラ粉（サラサラ
砂） をかける。 丸める手つきも様になってく
る。また、他の子どもが「水をかけるともっと
固くなるよ」と、興奮している。水をかける
と、「色がかわるよ、黒くなった！」と、色が変
わることを発見し気づいた子どももいる。「みて
みて！ 団子が大きくなったよ！」と、嬉しそう
に見せてくれた瞬間、力を入れすぎて、だんご
が崩れてしまう。崩れてしまっただんごを見つ
めながら、悲しそうにしている。「もう１回つく
る?  てつだっちゃんか？」と、友だちに励まされ
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　これまでの泥だんご作りを振り返ってみる。　
表２の事例を５領域から分析した。その結果を表
３に示す。

・泥や砂に親しみ、楽しむ姿「様々な活動に親し
み、楽しんで取り組む」→領域・健康

・泥や砂に友だちや保育者と親しんで関わる姿
　「先生や友だちと共に過ごすことの喜びを味わ

う」→領域・人間関係
・土、砂、水に触れて、形作ることに心を動かす

経験
　「自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、

不思議さに気づく」→領域・環境
・悲しかった経験を経て、保育者や友だちに気持

ちを伝える
　「したり、見たり、感じたり、考えたりしたこ

とを自分なりに言葉で表現する」→領域・言葉
・土や水という素材に触れながら、つくり方を工

夫する経験
　「いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ」
　→領域・表現

表３

　表３より砂遊びの経験が、五領域すべてに関
わっていることが示された。
　もちろん、子どもの遊びや活動がすべて、五領
域に関わっているとは限らない。しかし、子ども
の遊びを五領域を窓口として見てみると、複数の
領域が相互に関連していることが分かってくる。
　保育内容が示す５領域の総合的であり、相互関
係的であるということが遊びを通して示めされ
た。幼児の遊びが学びとは、乳幼児期の遊びは、
子どもにとって総合的な学びを行うものとして、
位置づけられると考えられる。だからこそ、子ど
もが自分の興味関心のある遊びに熱中し集中して
取り組むことを保障することが、乳幼児教育の特
徴といえよう。

　では、年少児での遊びではどうだろうか
表４に３歳児の遊びの事例を示す

表４　事例：3歳児
ーおたまじゃくしの生育を通してー

朝のお集まり、季節の歌を歌う。
 　６月　「おたまじゃくし」
♪おたまじゃくしに　足がでて
　手がでてきたら　尾がとれた
　ぴょんぴょんぴょんぴょん
　カッカッカッ　
　ぴょんぴょんぴょんぴょん
　カッカッカッ♪

　友だちと歌を楽しそうに歌いながら、かえるに
なりきって、ぴょんぴょん　ぴょんぴょん部屋の
中をジャンプしている。ジャンプすることで、か
えるに興味をもち、図鑑を持ち出してきて、かえ
るの生態について調べている。保育者は、子ども
の「今」の姿をとらえ、何に興味や関心をもって
いるのか見逃さないようにする。ひとりの子ども
が、「お散歩いこう！」、「かえる探しに行こう！」
と、提案する。保育者は子どもの気持ちを汲み取
り、散歩に出掛けることにする。「じゃあ、田んぼ
までお散歩行こう！」と、保育者の声に、「やっ
たぁー」と、歓声があがる。園のすぐそばにある
トンネルをくぐり、そこを抜けると一面に田んぼ
が広がっている。田んぼのあぜ道を自由に散策す
る。子どもたちは、園の外に出ると、開放感から、
友だち同士の会話も軽快に生き生きしている様子
が伺える。６月中旬、シオカラトンボが飛んでい
て、子どもたちも、「とんぼ！」と、はしゃいでい
る。「おたまじゃくしいるかなー」と、田んぼを
じーっと覗き込んでいる。小さなおたまじゃくし
を発見すると、「見つけたー！」、「ここにもお
る！」と、興奮している。ひとりの子どもが、

「おたまじゃくしって、ほんとにかえるになるの
かなー」と、疑問に思ったことを口にする。図鑑
で見てきているが、実際におたまじゃくしの姿を
目にすると、本当にかえるになるのか、素朴な疑
問が生まれてきたのだろう。保育者は、その声を
聞き逃さず、「本当にかえるになるのかな？」と、
問いかける。「じゃあ、調べてみる？」と、他の
子どもの意見も聞きながら、可能な限り子どもの
自ら「やってみたい！」という、気持ちを汲みと
る。そーっと、おたまじゃくしをすくい観察ケー
スに入れ、園に持ち帰る。早速、図鑑をひらき、
どんなものを食べるのか調べている。ご飯やパン、

て、「さっきよりも、もっと大きいのつくる！ 強
いのつくる！！」と、意気込んでいる。失敗して
も、また、チャレンジして、根気強く取り組み、
自分だけの泥だんごを完成させる。「できたー！」
と、保育者や友だちと喜びを分かち合い、自分で
つくりあげたことで、自信に満ち溢れた表情をし
ている。
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　これらのことから、健康・人間関係・環境・言
葉・表現の五領域に示すねらいは、園における生
活全体を通して、幼児が様々な体験を積み重ねる
中で、相互に関連をもちながら、次第に達成に向
かうものであること。内容は、幼児が環境に関
わって展開する、具体的な活動を通して総合的に
指導されるものである。幼児の実態や興味等をと
らえたうえで、自然の中にある様々な要素を意識

できるようにすること、また、かかわることがで
きるようそのような物的、心理的な環境を整える
こと、「させる」ではなく「自らやりたくなる」
ような、きっかけづくり、働きかけをし導いてい
くことが、保育者の役割となり、幼児の育ちを支
える。そのためには、保育者自身が感性を豊かに
し、自然環境との豊かな関わりを体験する必要が
ある。

Ⅲ．保育内容をめぐる展望と課題
　現代社会の中で、必要となる保育内容のあり方
は、時代の要請に基づいて大きな変革期を迎えて
いると考えられている。1989（平成元）年の幼
稚園教育要領の改訂から 30年近くを迎え、遊び
を通しての総合的な指導や環境による教育の重要
性は継続して伝えられているにもかかわらず、い
まだに、保育内容を選択して与えるような発想で
保育を展開している実践が多く存在していること
は否めない。子どもが発達に必要な経験を得られ
ている状況や子ども自身が主体的に学びに向かう
力が育まれることの意味を保育内容の視点から再
度検討し、与える保育から、子どもが学ぶ保育へ
質的転換が大きく求められてきた。このようなこ
とを意識し、現場の保育内容のあり方や中身に対
して実践と研究が融合し、子どもがこれからの社
会を強く生きていくために必要な逞しさを育むこ
との価値と意味を保育や教育に関係する人、さら
に保育者を目指す人にはしっかり理解しておくこ
とが望まれる。
　子どもたちが生涯に渡り、生き抜く力を身につ
けていくために、かけがえのない人生の中で、ど
れだけの人との出会いがあるだろう。親だけでな
く、様々な人と出会い、かかわり、その影響を受
けながら、人として育っていく。また、育った土
地や自然環境、属する社会の文化や価値観の影響
を受け、それらを無意識に取り込みながら成長し
ていく。大人に依存し、徐々に生きていく術を身
につけながら、自立や自己実現を目指す成長の過
程は実に意義深いものである。一人ひとりにかけ
がえのない人生がある。かけがえのない人生を歩
む一人ひとりの存在が社会を形成し、私たちが住

煮干し、かつお節を食べるということが分かる。
その日から、給食の時間をいつもより心待ちにし
ている子どもたちの姿があった。「おたまじゃく
しさん、食べてくれるかな？」と、自分のご飯茶
碗から何粒か取っておく姿が見られる。生き物を
通して、命を育む、分け与える、思いやる、慈し
む気持ちが芽生えていく。おたまじゃくしを観察
し始めて２週間ほど経つと、おたまじゃくしに足
が生えて、手が生えていることに気づく。「すご
い！ すごい！ おたまじゃくしに手がでてきた！
足生えてる！」と、興奮気味に友だちや保育者
と伝え合っている。「あれ、尻尾が短くなってい
る！」と、子どもたちの驚きの声から、更に数
日経つと、尻尾が消えかえるの姿になっていた。

「ほんとにかえるになったね！ すごい！」と、生
き物の生態の不思議に出あい、感動している。数
日経ち、「かえるになったね、かえるどうしよう
か？」と、子どもたちに問いかけてみる。「おう
ちにかえそう！」、「お母さんがいるところに返し
たい」と、子どもたちからの声を聞き、みんなで
おたまじゃくしを見つけた田んぼに、かえるを返
しに行く。「かえるさん、ありがとう！」、「バイ
バイ、またね〜」と、かえるに言葉をかけ、清々
しい表情をしている。園に戻ると、かえるごっこ
が始まる。いつでも、自分で考え思いついたこと
を形にして遊べるよう配材を準備している。お
たまじゃくしがいた田んぼを段ボールでつくり、
葉っぱや田んぼの水を、様々な配材を使って思い
思いのものを形にしていく。おたまじゃくしの尻
尾に見立てて、紐を腰に巻いたり、かえるのお父
さん、お母さんの役を決め、なりきって遊んでい
る。友だち同士話し合いながら、意見を出し合
い、みんなで一つのものをつくりあげていく。お
たまじゃくしの生態に興味をもったことをきっか
けに、好奇心をもち知ろうとする、自由に発想
し、考えたことを形にして、あそびがどんどん展
開されていく。
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むこの世界をつくっているといえるだろう。だか
らこそ、私たちは一人ひとりの子どもが大切に尊
重されながら、それぞれの可能性を伸ばし、豊か
な人生を送ることができるように、育てていかな
ければならない、それは、すべての大人の責任で
ある。1947（昭和22）年に、制定された児童福
祉法には、まずそのことが記されている。「すべ
ての国民は、児童が心身ともに健やかに生まれ且
つ、育成されるよう努めなければならない」（児
童福祉法第１条）

Ⅳ．おわりに
　人間らしさとはとは何か、心の豊かさとは．．．
と、折にふれ考えることがある。生き生きと瞳を
輝かせながら、瞬間瞬間を懸命に生きている子ど
もの心に触れ、喜びやかなしみを分かち合うこと 
を大切にしたい。人と人とのつながりの中で、 
心と心を通わせながら、共感し、感動し、楽しい 
こと、心を動かす経験をすることではないだろ 
うか。保育者自身が心豊かでなければならない。
そのために先ず、自分を見つめ直し自分を知る、
他者を尊重し、思いやりや謙虚さをもつ、感謝の
気持ちをもち、円滑なコミュニケーションを図
り、信頼関係を築くことから始めよう。
　そしてこれからの学生が保育の専門性を身に 
つけ、職場や地域社会で多様な人と仕事をしてい
くために、一人ひとりの学生に寄り添い保育者の
魅力を伝えて行きたい。
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〜子どもたちの明るく無限に広がっている
　　　　　　　　　　　　　未来のために〜
＜子どもの声に耳を傾けて＞
・強風が吹いた時…恐竜が来たー、逃げろー
・おたまじゃくしをみて…おたまじゃくしって、

本当にかえるになるの？
・発表会本番（お休みした子を想い）…みんな

で元気に歌おうよ！ ○○くんの 
おうちまで聴こえるように。○○
くん、元気になるかも！

・ダンゴムシをみて…ダンゴムシさんも、ママの
ところに帰ってね。

・ブランコしながら…お空が近くなった！ お空
まで飛んでいけー！！
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